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原 著

農 村 全 住 民 に対 す るBCG農 種 成 績

結核予防会保生園(園長 柴田正名)

足 立 茂

慶大医学部衛生学教室(主任

川 野

1緒 言

我々は昭和16年 より昭和20年 に至る5年 間、
昭結核予防会憂媛縣北宇和農村模範

地区にて結核予

apmE業 を担当し、その一・対策 として昭和1牝 年よ

り毎年1阿 該地区の全佳民全年齢暦にBCG接 種

、を行つた｡既 に古い成績で公刊の機会を失 してい

たが、近時予防接種法により、BCG接 種が全國

に実施されることにな り、大戦初期の比較的多数

の全住民に行つた成績が何簿かの参考 ともなれば

と考 え、第1回 接種の成績を敢て報告するもので

ある｡

鼓にBCG接 種成績を述ぺる前に、一一ueBCG

接種当時の該地区の概要 を述べることはこの成績

を検討する上に必要であると考える｡

該地区は愛媛縣北宇和郡松丸町、近永町、泉村、

吉野生村、三島村の二町三ク村で、宇和島市より

ρ19粁 東方の農山村である｡面 積は204・9方 粁
で、昭麺17年 の人口16,999名 、同年の人 口密

度82・9で ある｡同 年の職業別戸数の割合は、農

業M・9%・ 工業&5%、 商業8・1%、 公務自由業

4・5%(以 下略)で あり、工場としては酒精工場、

製懸工場各一があり、夫 々從業員100名 余を有

し、他に從業員20名 以下の製材所2e》3Whある程

度である｡

地区内結核蔓延歌況は第1表 及び第1図 の如 く

である｡な お結核死亡者の年齢別百分率では、昭

和6年 より昭和17年 迄の12年 間の平均にて、

男女とも20～2`(1歳 が最 も多い｡こ のことは第1

魯 のrツ 」購(ツ ペ)レクリン購 の略、以桐

瀧

草間教授)

三 '

第1表 地区の結棲蔓延状況

欄
＼闇

＼盲
一{「 一

昭 和17年 昭 和18年

(1942年)(1943年)

人 口

(
四
月
)

男

女

計

譲灘 馨1:
による 計

全結棲の入口対
%

男

女

全 結 核 死 亡

男

女

計

1　l!::算
1699917275

206(37)

244(25)

450(62)

2,5

28

268(53)

281(46)

549(99)

2.6

32

3.2

3,2

19

19

38

20

全結棲死亡人口
万対比率

全結棲患者の全
結核死亡に薄す
る倍数

25

45

劇22,9{23.9

女}2・ 、812&、

計22.4}26.、

男10,813、4

女i12・811,2

副 …8・22

備考1・ 全結棲患者数は・全佳民の中、ツ反鷹陽性考に
X線 間接撮影を行い、異常所見あるものは精密

t繊 査を行つて確定したs特 発性肋膜炎 を も含
む｡但 し治癒塗る石次化集及び肋膜癒着は含ま
ない｡
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第1図 地区全住民のツ反懸陽性率曲線(A)並 に結撰発

見率曲線(B)及 び集繊成績(C)(1942年 の集瞼

成績にて何れも検診数に対する奉)

}ω

紮 北 ③
ff4Y9{(ト 昭415-・ig⑳242Yro撒35-394}4445〈95(ト54S}5960以 ま

満 年 令 際 ←)(c)

餓診数
ツ反撫陽性}ツ反懸疑陽性
数(陽性傘)隊(そ の牽)

♂174ρ4}(364548 ・9%)

♀ 7835
3143

(40・1%)

364

(4.9%)

378

(4・8%)

ツ反恋 陰性

数(そ の率) 轡欝

(344546・2%)1

4314

(55.1タfe)

206

(2・8%)

2｡44

(3・1%)

じ)の 陽性率曲線が該年齢前より念激に上昇 し、

又結核発見率が該年齪に最 も高いことと関連ある

ことを思わしめる｡以 上の如 く本地区は農村とし

ては結核蔓延の度がかな り高いと考 えられる｡

く2樵 診手技並びに

BCG接 種方法

奎佳民に、傳研製旧ツ液2000倍 稀釈液O.1cc

皮内注射を行い、48時 間後判定｡判 定規準は発

赤短径0～4㎜ 陰性、5～9mm疑 陽性、10mm

以上を陽性とした｡陰 性三疑陽性にBCG接 種を

行い、陽性群については、硬結 を伴 うもの、二重

発赤 を俘 うものを区別記載 し、全員にX線 間接撮

影を行い、異常所見ある者に精密検査即ち直接撮

影、赤沈、検痩(塗 抹)を 行つた｡結 核患者 とし

て取扱つた者は、特発性肋膜炎、肺門淋 巴腺 腫

脹、肺内陰影を認める者 とし、肋膜の癒着並びに

石次沈着、及び肺門部或は肺内㊧小石次化巣のみ

のものは治癒 した ものとして除外 した｡

第ユ歯に昭和17年4月(1942

年)の 全佳民の集検成績を示 した

が、.その際 「ッ」反慮の陰性及び 、

疑陽性の合計 は8501名 で あ る

が、その中7000名 に同時期に第

ゴ回のBCG接 種を行つた｡他 の

1501名 はBCG接 種 を受けなかつ

施｡こ の非接種群は故意に選んだ

のでなく、BCG接 種時に何かの

都合で自然発生的に接種を受けな

かつた者である｡然 し概 して結核

家族の該当者は殆ん ど接種 を受け
ご 一

てV・る｡

BCGは 結核予防会結核研究所

製の水溶 ワクチンを用い、O.04mg

を皮下に注射 した｡但 し小学校4

年生以下の低年齢の者には、O・02

mgを 使用した｡そ の接種者に就

いてユ年後の 「ツ」反磨の推移並

びに結核瞼診を上記同様の手技を

用V・て行い、結核所見 を発見 され

た者に就いては、接種時 より2年8ヶ 月問経過を

観察 した｡な お非接種のrツ 」反患陰性疑陽性群

も1年 徒の同時期にrツ 」反磨その他の結核検診

を同一手技を用いて行つた｡
/

3BCG接 種者の

「ッ」反慮の推移

BCG接 種 を行つたのは7,000名 であるが、4…k

6ク 月後に 「ツ」反磨 を検査 し得たのは2,016名 、

1年 後に 「ツ」反慮その他の検査 を行い得たのは

6,650名 である｡そ の結果は第2表 の如 く、接種後

4～6ク 月後のrツ 」反慮は、陽性率 ユ6・4%、疑

陽性率10.2%で あ り、接種後1年 後の 「ッ」反

慮は、陽性率SO.1%、 疑陽{生率10.9%で あつた｡

接種後1年 後の 「ツ」反慮陽性者の中には、後述

の如 く自然感染陽韓者がかなり含 まれているであ

ろうと考えられ る｡そ れにして も4～6ケ 月後の

「ッ」反慮陽性率が、1年 後のそれより低いこと

は奇異の感がある｡そ の原因 を考えるに{接 種後

4～6ケ 月の 「ツ」反慮は初冬の候に行つたので、

一一 剛2-一
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第2表BCG接 種者のツ反塵の推移

ツ友燈瞼査時の接種後
よりの期聞

4-6ケ 月後

約1ケ 年後

繊査入員

20ユ6

6650

ツベル ク リン反 恋(2000倍 旧 ツ液,0・1co皮 丙,48時 間判 定 、短 雀)

陰性(0-4mm) 陳 陽性(5-9-)陽 性(・・一 以上)

1479(73｡3タ 多)

3917(59,0%)

206(10｡2%)

731(10.9タ6)

曳"

331(16｡4タ 多)

2002(30.1タ 多)

備考1・4--6ヶ 月後 は初多 の候,1ヶ 年 後は翌年春暖 の候で あつた◎

2・1ケ 年後の ツ反瞳陽性の中に・硬結 を俘 うもの・;重 発赤 を俘 うもの計532名(検 査人員 の

8・O%)あ りo

外界の低温の爲皮膚の反慮弱 く、從つて陽性率低

く、1年 後の 「ツ」反慮は翌年4月 の温暖の候に

行つたため、皮膚の反慮 よく、陽性率が高 くなつ

たかと考えられる｡な お1年 を通 じて接種 後の

「ツ」反慮陽性率の低いのは、東 京 よ り四國迄

・BCGを 蓮搬するのに約3日 を要 し、接種は製造

・ 齢 第3表

後4～7目 目頃に行つた関係もあると思われる◇

或はワクチンそのものが弱かつたか もしれない｡

次に1年 後の 「ッ」反慮を検査 し得た6,650名

について、性別、年齢別並びに 「ツ」反慮の強さ

により分類 し第3表 を作成した｡二 重発赤 を俘 う

ものは男女計110名(検 査人員に対 し1.65%)、 硬

BCG接 種後1年 後の「ツ」反鷹(1943年4月)

年 合㈱
)

0-_4

5_9

10--14

15-.19

20._24

25-・29

30師_34

35.-39

40-.44

45._49

50-・54

55-59

60以 上

計

性' 繊診数

5

5

9

8

7
7

1

2

1

2

55

37

38

62

鴨
%

77

醒

36

65

52

16
握

90

47

54

54

%

47
40
40

95

33
76

86

60

09

41

②

1

1

噌上

1

1

Q
V
ヴ
鐸

の
召
3

男
女
男
女
男
勢

女
嬰

男
女
嬰

嬰

嬰

嬰

男
女
婁

婁

嬰

{

{

'ー

{

ー

ー

{

{

8{

{

{

{

{

{

蓼欝驚講鷹欝脚 嚢難蛮拳
実数騰 髪

2

7

11

9

6

皿
5

11

1

6

0
5

0

6

0

3

1

4

2
7

1

2

1

3

3

2

33
77

艦

036

123

117

104

078

166象

2｡82

4.33

2｡78

3,64

0

2,31

0

3ユ6

0

195

%

94

26

00

50

11

03

95

49

1
2

4

5

2

2

3

3

3

1;25

1｡13

2,06

笑 数 騨親 実数

ツ反懸発赤
5～9mmの

もの

2

8

7

2

7

0

7

1

5

5

9

5

7

0

7

5

9

9

8

6

1

7

8

4

7

6

4

8

3

2

2

3

2

3

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

2

7

4
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9
醐

7

3

8

1

1

4

5

3

9

9

1

4

6

3

9
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7

7

2

3

0

7

4

2

7

5

8

3

7

9

8

7

5

1

9

3

8

0

3

9

4

5

8

7

6

9

0

4

5

3

2

4

7

2

9

6

5

4

2

3

3

4

3

4

3

9

7

6

9

0

4

9

6

3

7

1

7

7

4

8

9

6

5

6

噌正

1

1

1

哩上
噌ま
1

1

9
一

〇
乙
一正

1

1

騨 難 実数

9

5

5

7

7

4
7

2

7

4

8

6
7

7

0

3

7

5

9
1

0

7

5

8

7

8

7

2

ゆ

3

3

3

4

沿
ゴ

3

溶

'
6

3

9
4
2

4

浸

浸

ゆ

溶
ガ

ガ

沿

β

ユ

澄

〃

3

潟

3

0

2

3

5

2

2
9

8

6

3

5

5
0

9

3

1

4

7

9
0

5

7

5

3

9

6

9

3

1

1

2

2

2

3
1

1

1

2

1
2

2

1

2

2

2

1

2

3
1

2

1

2

1

2

1

2

56

70

19

23

73

舘

%

48

6

39

8

55

16

37

11

33

13

24

14

43

6

26

5

18

17

43

78

92

ω

O
召
2

1

0
習

70
Ω
V

72

92

86

86

57

57
11

23

5

24

6

19

13
25

7

14

10

17

5

19
11

14

6

5

17

30

06

%

3

4
4

検診数に
対する%

1297

1623

917

998
1740

787

6.21

906

1389

、14・55.1154

879

1757

1316

14.89

9.Q9

18.52

12.50

1064

'7

0

4

8

8

7

5

2

6

5

5

7

1

5

7

ゲ

5

3

3

7

4

8

6

9

8

0

1

1

2

1

1

1

1

1

1

ツ反麿0
～4mm

の もの

笑 数

魏

朧

鰯

m
瓢
裁

29
署

鵬

89
騒

2｡
茄
U
釜

盤

59
鵬

ω

1

9
刮

備考 計の欄に於ける(
＼

)は 年令不明の数を示 し,合 計数 に含 まれ る｡
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結 を伴 う もの は422名(6.35%)、10mm以 上 の
へ

発赤のみのもの1,470名(22.11%)で あつた｡野

辺地ωによれば、BCG接 種後1年 後の 「ツ」反慮

にて二重発赤叉は硬結の如 く強反磨 を呈するもの

は殆ん ど自然感染陽韓者と考 えられるが、ここで

は両者◎合計532名(&0%)で ある｡因 に本地区

BCG接 種前年の1年 聞の自然感染陽韓率は9.0

%と 推定され、後記の如 く非接種対照群(B群)

の自然感染陽韓峯は」3.6%で ある｡

次に 「ツ」反慮発赤10mm以 上にて発赤のみ

の もの即'ら殆んど告BCGに よる陽韓と考 えられ

る者に就いてみると、男女とも0～4歳 の陽性率

は低 ぐ、5～9歳 以後の各年齢階級の陽性率の約

÷ である.尤 も満7歳 迄は ・.・2mgで あるの
で10歳 迄各歳毎に、男女別に陽性率 を見 ると第

4表 の如 く、7歳 前と後で も男女 とも年齢の増加

に從い陽性峯は増加 して行 くことを認め、この こ

とは統計学的にも証明され得 る｡ま た男女の間で

は、女子の方が陽性率高 く、約2%の 危瞼率にて

有意の差を示 している｡

4BCG接 種者よりの結核発見

状況並びに非接種者との比較

(1)各 群の総括的比較

昭和18年4月 に、帥ちBCG接i種 緩1年 後、

BCG接 種者、非接種者を含む全住民の集團槍診

を行つた｡そ の人口に対する受診牽は84.9%で

ある｡1年 前BCG接 種 を行つた7,000名 の中、

今回 「ツ」反磨その他の瞼査 を実施し得た ものは

6,650名(A群)で ある｡非 接種群 を細別すると、

1年 前に 「ツ」反慮陰性並びに疑陽性にてECG

接種 を受けなかつた1,501名 の中、今回槍診を受、

けた純粋の意味での対照群1,288名(B群)、 次に
サ

1年 前 より「ツ」反慮陽性の者6,517名(C群)、

樹 今年始めて 「ツ」反磨を行つ て陽 性 であつた

者207名(D群 、これは主に帰郷者であつた)'と

である｡此 の中B群 は前記 したように、自然に対

照群 となつたものである◎・

今以上各群 よりの結核発見数及び発見峯をみる

と、第5表 の如 くである｡即 ち、

A群(6650名)よ りの結核発見は33名 、その

第4表 低年令BCG接 踵者の1年 後 の ツ反感

年 令
(溝)
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1
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性
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q
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ー
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べ
V
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にて発赤のみの もの

実 数

0
　
0

4
U

14
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9
25
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19

釜

2S
鍛

纂

6

1

4
8

3

0

5

6

5
5

5

7

槍診数に
封する%

Aり

0

2,82

880

9.93

10,07

1439

16,56

13,64

13,38

14,77

1645

15.3S

20,36

28.50

27.61

28,14

30｡9む

28.72

3L69

25.85
38.89

備考 硬結以上の彊反懸及び疑陽性並に陰性な除く

.発見率は、O・49±OSO9%、

B群(1288名)よ りの結核発見は15名 、その

発見率は、1.16±0.30%

C群(6517名)よ りの結核発見は440名 、その

発見率は6・75±O.31%一 一一この群の結核患者

は大部分既に1年 前の集瞼にて発見 された も

のである｡

D群(207名)よ りの結核発見39名 、その発

見率は、18・84±2・63%o一 大部分帰榔者で

ある｡

以上の如 く、BCG接 種群(A群)の 結核発見
1率は最 も低 く

・対照のB群 の玄謡「 に相当する｡

各群の結核発見数を統計学的に検討すれば、A群

とB群 とをX2検 定怯により有意水準5%と して

比較するとその差は有意である｡又 同 じくB群 と

■、、、■一一_4_一
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第5表 地区全住民の集瞼 成績(1943年4月)

＼

穫＼

＼

＼

、
性

i
で

種!
別 人 画

男

女

計

8384

8891

17275

受 診 数
(受診奉)

7132

(85.1%)

7630

(84・7%)

14662

(84・9%).

BCG接 種群(A群)

前 年 ツ反懸疑陽性及陰 性
にてBCG

を接霞 し1年 酸楡

.診せ るもの___

笑数臨 驚

2909

3741

6650

15

(O・52%)

18

(0・48%)

33

(0.49±
O・09%)

BCG非 接 種 群一前年 ツ反懸疑
及陰性にて おCG
を接種 しなかつた
もの(B群)

実数臨 驚

602 9｡
(1.49%)

686

1289

6

(0・87%)

15

(1・16±
0.30%)

前年 よりツ反鷹 陽性
の もの(C群)

今年始めて受診し
ツ反鷹陽性のもの
(D群)

実数臨驚 実媛 窺茜

3514

3003

6517

211

(6・00%)

107

瞬)
229

(7｡62%)

,440

(6・75±
O.31%)

100

207

20

(20.00%)

39

(18・84±2
,63%)

C群 、更にC群 とD群 、各k有 意の差を示 してい

る｡

(2)年 齢別、病型別の比較

BCG接 種群(A群)と 非接種対照群(B群)の

男女年齢別の結核発見の比較では、第6表 の如 く

である｡15～19歳 にてはA群 では、0.46%、B群

では5｡44%の 如 く著 しい差 を示すが、他 の年齢

暦では明かな差が認められぬ｡そ こで更忙年齢を

15年 別にして第7表 を作成すれば、15～29歳 の

青年暦に於いてA群 では結核発見率0.67%ぐB群

第6表BGG接 種群 と非 後踵群 の年令別 、病型 引結核発見状況(1943年4月)

ジ 別
(満)＼

0_4

5_9鎚

10-.14

15_19

20-24

25-29

30-・34

35-・39

40--44

45_49

50-54

55__59

60以 上

年 令 不 明

計

BCG接 種 i群(Ai群)｡、.,、

るす
%翻物

雑
計
鰭
)

(
核

凄

ー

他
結

性
核結

ζ慢
肺
r

期
核

初
結数実

1122

1800

1494

431
`

201

268

264

201

190

187

騨
109

246

2

6650

3

4

・10

2

3

0

3

0

0

0

1

1

2

29

.
0

0

2

0

ぴ

0

0

0

0

0

0

0

1

3

3

4

2

2

4

0

3

0

0

0

1

1

3

0

1

㌧

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

・133

0.26

0.22

0.80

0.46

1,99

0

1、13

0

0

0

0、74
澄扁

0.91

1.21

0

0.49±0.09

BCG非 接 種 群(B群)

実 数

64

17

07

47

95

65

餌

60

39

42

40

27

14

7

0
乙

0
乙

ー
ム

ー
ム

ー

1288'

るす

%協雛
計
錨
)喉

他
結

生
徽灘初

結

0

0

1

4

1

0

0

0

0

0

0

0

1

0

「7

0

1

0

4

0

2

0

0

1

0

0

0

0

0

8

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

8

1

2

0

0

1

0

0

0

1

0

0

0、46

0｡93

5、44

」1
.05

3、07

0

0

2.56

0

0

0

0,87

0

15 1.16±0.30

静講

一__5__幽
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第7表BCG接 種群と非接種群の年令別結核発見状況

、艶

年累
BCG接 種 群(A群) BCG非 接 種 群(B群)

実 数 擁 見全徽 毯織 蕩 る 笑 制 発見全徽 屡轄鵠 餅

0_14

15_29げ

30-44

45_59

60以 上

4416

900

655

431

246

19

6

3

2

3鋼

0.43

0.67

0.46

0.46

1.22

588

307

163

工09

114

2

、11

1

0

1

0.34

3.58

α6工

0

0.88

では3.58%で あり、両者のX2検 定法による比

較では、有意水準5%と してその差は統計学的に

有意である｡他 の年齢暦では有意の差が認め られ

ない｡

両群の病型の比較では、第6表 の如 く、A群 で

は初期結核症(初 期変化群,肺 門淋巴腺腫脹等)

が29名 で、検診数に対 してO."%、 第二次結核

症である慢性肺結核及び他結核は4名 で0.05%

である｡B群 では初期結核症7名(O・54%)で あ

り、第二…欠結核症8名(O.62%)でA群 に比し、

第二次結核症へ既に進展している者遙に多 く約12

倍に当つている｡然 し両群 とも高齢者に も初期結

核症の見 られることは農村結核の一面を現わして

Vbる｡

(3)「 ツ」反慮の強麦による比較

A群 のBCG接 種後1年 後の 「ツ」反磨の強さ

と.B群 の同時期に施行 した 「ツ」反慮の強さと
タ

を詳にし、両群の 「ツ」反慮の強 さと結核発見 と

の関係を比較検討 してみる｡

両群共、「ッ」反慮疑陽性及び陰性の者は、一部

の外は聞接撮影を行つていなV・ために除 き、発赤

短径10cm以 上の もので、輩に発赤のみのもの、

硬結 を俘 うもの、二重発赤 を俘 うものに分け、そ

の各itよbの 結核発見 を年齢朋に調査 し、第8表

及び第9表 を作成 した｡

先づA群 に於bて 、

(イ)二 重発赤を俘 うもの110名 よりの結核発見

12名 ・(10.90±2・97%)

(ロ)硬結 を俘 うもの422名 よりの結核発見13名

(3.10±0｡84%)

(ハ)10mm以 上の発赤のみの もの1,470名 よ

りの結核発見2名(0・13± α09%)

B群 に於いては、

(イ)二重発赤 を俘 うもの36名 よ りの結核発見

5名(13・88士5・76%)

(ロ)硬結 を俘 うもの95名 よりの結核発見7名

(7.36±2.67%)"

(ハ)10mm以 上の発赤のみのもの44名 より

の結核発見2名(4.54±9.85%)

以上の如 く、両群ともツ反慮の強度が増すにつ

れ結核発見率が多 くなることは同 じであるが、両

群の各 「ツJ反 慮の強度別に結核発見率を比較す

るとA群 の方が結核発見率の少いことを認める｡

殊に輩に10㎜ 以上の発赤のみの もの(ハ)に

就ては顯著である｡こ れはA群 の(ハ)は 、BCG

による 「ツ」反慮陽性が大部分であるか ら当然で

あると思われる｡然 しA群 の(イ)及 び(ロ)は

「ツ」反癒強度であ り自然感染陽韓が大部分であ

,ると考えられるので・更にB群 の(イ)及 び(ロ)

と統計学的に比較 してみる｡即 ちX2検 定法によ

り5%の 有意水準 として、A群 の(イ)とB群 の

(イ)と のX2、A群 の(u)とB群 の(ロ)と

のX2・ 阜群の(イ)と(ロ)の 和と,B群 の(イ)

と(ロ)の 和 とのX2を 計算するといすれ も有意

の差 を示さない｡

5BCG接 種群と非接種群と

の結核死亡の比較
壷

BCG接 種群(A)群 と非 接 種 群(B群)と の結

核 発 病 者 に於 いて 、BCG接 種 時 よ り以 後2年8

ケ 月間 の結 核 死 亡 を比 較 す る と、第8,9表 の如

く、A群 の 死 亡1名(BCG接 種 者6,650名 に対

し0｡02%)で あ り、B群 の死 亡3名(B群1,288

名 に対 しO・23%)で あ り、 そ の 比 は1:11・5の 如

一__6-一 一
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く顯著な差 を認める｡統 計学 的 に も両者の間に

O・0149の危瞼率にて有意の差が認め られる｡

6総 括並びに考按

我々は愛媛縣の結核のかなり蔓延 している農村

2町3,ケ 村の全佳民につV・て、1942年 に 「ツ」反

慮陰性及び疑陽性の7,000名 に全年齢を通 じて

BCGを 接種 した｡1年 後その6,650名(A群)に

ついて 「ツ」反慮 を検 し、「ッ」反慮陽性者には間

接撮影 を行い、異常所見ある者忙は精密検査を行

つた◎なお同時期に、前年 「ン翌反慮陰性及び疑

陽性にてBCGを 接種 しなかつた群1,288名(B

群)に ついても同様の検診を行つた｡

両群 よりの結核発見率は、A群=O.49±0.09%、

Bge=1・16±O・30%で 統計学的に有意の差 を認め

得 る｡而 してA群 はB群 に比 し、結核発見率は

諭 である.年 翻 では、 ・5-29才 の青籍

に於いて・A群 はB群 砒 し約÷ であ6b';.他

の年齢暦では両群に余 り差異がない｡病 型別にみ

ると、両群 とも初期結核症の発見率は殆んど同 じ

であるが、A群 の第二次結核症に進展 している者
1は

・B群 の12で ある｡

我々の成績では、BCG接 種後の 「ツ」反磨陽性

牽が普通より低率であつたが、もしこの際のBCG

陽韓が もつ と高率であつた場合には、結核発病を
一暦よく防止 し得たのでないかと考え られる｡

BCG接 種者の一年後の 「ツ」反鷹にて、満10

才迄に於いて、女子は男子よりBCG陽 韓が高率

であり、また低年齢ほど、男女共BCG陽 韓は低

し
4)小 川 辰 次:結 核,24:403-409,昭24・

5)廣 木 彦 吉,占 部 薫:満 洲 医 学雑 誌, 一.19:373-

388,昭8

峯である◎

A群 のBCG接 種後逸年の 「ツ」反態と、同時

期のB群 の 「ツ」反慮の強度別の結核発見率をみ

ると,(第8表 第9表)10mm以 上の発赤のみの

ものは顯著な輩 を以てA群 に少いが、硬結或は二

発赤を示す強陽性 よりの発見率は一見多少の差を

重示すが、統計学的には有意の差を示す程でなか
な

つた｡然 しこの点の究明は今後の多数且つ正確 な

調査を待つべ きであると思 う｡

A群 に於けるBCG接 種後2年8ク 月間の結核

死亡者は1名(002%)、B群 の同期間の死亡者は

3名(・・23%)で澗 群の死亡醐 比は壼 であ

り、統計学的にも有意の差である｡

7結 論

BCG接 種は結核発病及び結核死亡 を減少せ し

め、発病 した場合に、第二次結核症への進展を阻

止 し、結核予防上効果あるものと認める｡而 して

本成績は、日本学術振興会第8小(結 核予防)委

員会の結核予防接種に用する報告(2、と期せす して

殆んど一致 してV・る｡

(摺筆に臨み、岡治道教授、草聞臭男教授、結核予防

会結核研究所高橋智廣技節の御指導を深謝する｡)

主 要 文 献

1)野 辺地:H本 医事 新報,1148号:昭19｡

2)日 本 学術振興会第8小(結 核予防)委 員会:結 棲予

防接 種に関す る報告書(結 核予防会発行),5-8.昭
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6)植 田三郎・西川治郎兵衛・大久保和:日 本微生

物学病理学雑誌,26:3綴5一 ご362,昭7

7)和 田嗣章:熊 本医学会雑誌,13:1-14,昭12
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肺 臓 呼 吸 機 能 に 関 す る 研 究(第4報)

空氣酸素呼吸法に拠る盧脱療法の肺臓呼吸機

能に及ぼす影響に就いて

北大医学部第一内科教室(主佳 有馬激授、山田教授)

宮 田 久 壽

第1章 緒 言

虚脱療法就中人工氣胸術の肺結核に対する治療

効果に就ては現今何人も之を疑 う者なし｡難 然虚

睨療法は其の作用機鱒 よりして同時に亦肺臓呼吸

機能に影響する所大なるべきは敢て推測に難 しと

せす6殊 に肺結核患者に於ては競報の如 く安静時

既に肺胞内酸素吸牧機韓に多少とも障慶を蒙れる

もの多 く、薪る場合若 し不用意に或は過度の虚睨

療法を施行するに於ては徒らに肺臓の負担を重加

し辛 じて代農せる呼吸機能は忽ち破綻 を來 し呼吸

不全を惹起する倶なしとせす｡

虚睨療法の結果呼吸性酸素不足乃至呼吸不奪を

招來せる多 くの症例は既にGaubatz1),Vorwerk2),

Petzっld3),Rothkopf4)等 の報する所にして、更に

氏等は既述せる呼吸描写法(室 氣酸素呼吸法)に

拠 り虚睨療法の適慮決定を試み、堤5)、貝田6)、池

田7)、古賀8)、氏等亦本法を以て人工氣胸術の適憲

決定、途入室氣量拉びに施行間隔の調節に資せん

とせ り｡余 亦今・回本法に拠 り人工氣胸術蛙びに横

隔膜紳経捻除術施行前後の肺臓呼吸機能の変動を

検索せるを以て絃に其の成績 を報す｡

第2章 検査方法

(1)検 査資料 資料は総て当教室入院患者に

して人工氣胸例7名 、横隔膜神経捻除例2名 、計

9名 な り｡人 工氣胸例中氣胸療法開始以前より観

察 し得たる者は2名 、他め5名 は既に氣胸療法継

続中にして、第1回 穿刺に際し自然氣胸を併発せ

る一例 を除 き他は敦れ も経過良好 にして人工氣胸

に馴れたる第 ←15回 補氣の術前、施行翌 目及び

7日 目に反覆槍査せ り｡横 隔膜神経捻除例は二例

共手術後3ク 月目に して、 レ線検査により麻痺 側

横隔膜の挙上、運動停止 を明かにせ り｡体 温は人

工氣胸例中1名 に於ア検査時37度 台の発熱あり

たるも他は総て無熱な り｡

(2)槍 査方法 第1報 に記述ぜる方法と同様

な り｡

第3章 槍査成績

第一項 人工氣胸例

人工氣胸7例 中1例(第4症 例)は 左肺尖増殖

性結核、1例(第5症 例)は 両倶1血行性播種性結 ～

核、残余の5例 は1側 乃至両側主滲出性乃至滲出

性室洞性結核にして、1側 氣胸6例 、両側氣胸1

例(第7症 例)な り｡各 計測値は第1表 の如 く肋

膜腔内圧が陽圧を示さざる範囲内にて室氣を途入

せる揚合(第1--4,6,7症 例)に 於ては肺活量は

氣胸施行翌日敦れも梢3減 少せるも其減少度は比

較的軽度にして途入室氣量 よりは小な り｡欺 る変

化は氣胸施行直後検せる第4症 例に於て も赤同様

にして、術緩七 日目には既に術前値 に 復 しおれ

り｡限 界呼吸量、呼吸予備量亦同様の変動 を示せ

φ｡酸 素消費量は氣胸施行直後槍せる症例に於て

は充進 を示 し、他の施行翌日槍せ る症例に於ては

総て稽 玉減少を示せるも術後7目 目には既に術前

一 一10・ ・一一
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値に復せ り｡酸 素不足は敦れ も正常範囲内にあ り

て高度酸素不足は之を認めざ りき｡1回 呼吸量、

分時呼吸量は共に著変なく、呼吸当量は軽疲例(第

4症 例)に 於ては術緩反つて減少、他の中等度進

行せるもの(第1,2.3,6.7症 例)の 多 くは氣胸

施行翌目増大の傾向を認め殊に塞氣呼吸時に於て

著明なるも、術後7日 目には術前値に復せ り｡帥

ち仮令高度酸素不足 を示さざる場合に於て も呼吸

当量よりせぱ中等症以上に於ては人工氣胸術施行

後一時的に呼吸性瓦斯交換機能殊に酸素蹟取障硬i

を惹起する揮 向あるを知る｡但 し氣胸療法開始前

既に分時呼吸量乃至呼吸当量壇大乃杢増大の傾向

を認めたる第1,7,症 例に於て も臨床所見を顧慮

しつつ氣胸療法を継続することにより、特に分時

呼吸量乃至呼吸当量の持続的増悪 を招來せす反つ

て之にょり一般症朕の軽快を齎 し得た り｡

以上は肋膜腔内圧が陽圧 を示 さざる範囲内に於

て室氣を途入せる場合なるも、肋膜腔内圧が強度

の陽圧を示せる第5症 例に於ては明かに安静呼吸

不全を認め得た り｡該 症例は両側血行性播種症に

して他医院に於て左側第1回 穿刺に際 し自然氣胸

を併発 し一時重篤なる症候 を呈せる患者にして、

循後10日 目に当教室に入院せ り｡入 院時尚相当

度の呼吸困難あり、 レ線像 にて左側肺は極度に圧

縮せ られ心臓蛇に縦隔窪は強 く右方に轄位 し且つ

極少量の滲出液瀦溜 しあるを認めtel)｡衛 徒11

日目の検査時に於て肺活量、限界呼吸量蛙びに呼

吸予備量共に高度に減少、呼吸促迫 し分時呼吸量

は殊に室氣呼吸時に於て著明に増大、酸素播取量

は室氣呼吸時に比 し酸素呼吸時に於て著 しく減少

し、酸素不足は分時(1)34妬 、呼吸当量亦増大

の傾向を示せ り｡斯 る歌態は更に3日 後の検査時

に於て も略々同様なり｡術 後14日 田に左側肋膜

腔より過剰室氣を除去せ り｡肋 膜腔内初圧は(+)

40以 上にして約700蝿 の室氣除去暖内圧は(一)

8-(+)4に 低下せ り｡室 氣除去後の検査時に

於ては除去前に比 し肺活量は約60%を 、限界呼

吸量は約76%を 、呼吸予備量は実に119%を 激

増、肺活量の増加量は除去室氣量と略々一致 し主

として補氣量の増加にあ り｡而 して除去前明瞭に

認められたる負の酸素不足は忽然として清失 し呼

吸当量亦著しく減少 し全 ぐ正常値に復せ り◇新 く

の如き肺臓呼吸機能の著 しき恢復 と同時に持続せ

る呼吸困難亦拭 うが如 く消失せ り｡第1回 室氣除

去後更に4日 目に第2回 室氣除去を施行・当時の

肋膜腔内初圧は(一)4-一(十)4に して前回の絡

圧と大差なく、約600妬 の室氣除去後終圧 を(一)

9-(一)1と なし肋膜腔内圧 を漸 く陰圧 とせ り｡

第2回 室氣除去後の検査成績は前回に比 し腕活量

が更に32%を 増加せる以外概ね第1回 室氣除去

後と同檬な りき｡

.本 症例に於て肋膜控内室氣除去前認められたる

著明なる負の酸素不足はKnipping職Zimmma-

nm9)の 所謂潜在性酸素不足(KachiertesDeizit)

と称すべ きものに して・室氣呼吸時持続せる強度

の呼吸困難…拉に血中酸素欠乏症(ARoxamie)は 後

続の酸素呼吸時に於て忽然として消失し、之は同

時に中枢に鎭静的に作用し基礎代謝は低下 し從つ

て酸素不足の隠蔽せ られたるものと見 るべ く、肋

膜腔内過剰空氣の除去により呼吸困難勉に血中酸

素欠乏症の恢復と共に斯る現象亦消失 し酸素不足

の正常に復帰せるものと思惟せ らる｡

第二項 横隔膜憩経捻除例

2例 中1例(第8症 例)は 右側、1例(第9症

例)は 左側横隔膜神経捻除例にして、前者は衛媛

稽 玉軽快の徴を認めたるも後者は両側滲出性結核

にして循後反つて稽 玉増悪せ り｡喀 疾中結核菌は

共に陽性な り｡各 計測値は第2表 の如 く肺活量は

｡両症例共高度に減少、限界呼吸量は肺活量に比 し

減少更に強変にして共に健康値の20%内 外に相

当するに過ぎす、限界呼吸量対肺活量の比は正常

値の約3分 の2な り｡分 時呼吸量は共に正常域に

ありて特に増大を認めざるも限界呼吸量の減少強

度なるため呼吸予備量亦著しく減少 し夫 々7.7立

及び4・3立 、限界呼吸量対分時呼吸量の比 も亦減

少高度にして夫々2・4及 び1.8な り｡斯 くの如

く肺活量、限界呼吸量等の機械的肺臓機能は著 し

き障擬を蒙 りおるに拘 らす両症例共高度酸素不足

は之を認めす、呼吸当量亦正常に して酸素吸牧障

凝は直接之を認めざ りき｡

第4章 総括並に考按

一一 一13__.
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以上虚脱療法施行前後に於ける肺臓呼吸機能検

査威績を総括するに、人工氣胸例に於ては術後一

時的に肺活量、限界呼吸量拉びに呼吸予備量の減

少を認め、且つ肺活量の減少は常に途入室氣量よ

りは小にして、肋膜腔内圧を陰圧に保てる揚合に

於ては衛後酸素不足の壇悪を招來することなかり

しも中等症以上に於ては衛後一時的に呼吸当量の

場大を來す揚合多し｡之 に反し自然氣胸を併発し
メ

肋膜腔内圧の強陽圧 を示せる一例に於ては著明な

る負の酸素不足 を認め、且つ肋膜腔内室氣除去に

よ り呼吸困難の恢復するど共eC消 失せ り｡横 隔膜.

神経捻除例罎於ては肺活量殊に限界呼吸量虹に呼

吸予備量高度に減少せるも、高度酸素不足 を認め

す呼吸当量亦正常な りき｡一

凡そ盧貌療法は其の種類の如何を問わす其の作

用機韓 よりして同時に亦肺臓呼吸機能に多少 とも

顯著なる影響 を及ぼすべ く、Jansen,iKnipping

u.Str◎mbergeriO)は 氣胸「乃至横隔肋膜挙上により

機械的呼吸運動阻害に基 く呼吸不全の招來するこ

とあるを指摘せ り｡

一般 に肺虚睨の存する場合虚脱肺環流血液量は

盧睨の程度に慮 じて減少 し、(Brunsl1),有 馬教授

等12))、 心臓分時血流量蛇に搏出量亦多少とも減

少 の傾向を示す(Weiss13),BrUBsi'),葛 西14)｡斯

る揚合他側肺健全なれば該肺環流血液量の代償的

堀1加により肺臓環流血液の動脹血化は尚完全に保

持せ らるべ きなるも、肺盧睨更に高度なるに及ぺ

ぱ健全肺環流血液量如何に増加すると難 も血液内_

酸素溶解濃度に限度ありて最早虚脱肺環流血液の

動脈血死障硬 を代償 し得す、途 に大循環系統の動

脹血酸素不飽和を招來するに至る(Braueru

Wolf1の,Jansell,KnipPingu.Strombergerio),

Vorwerk2))o

殊に肺結核患者に於ては既報の如 く安静時既に

肺胞内酸素吸牧機韓に多少とも障醗 を蒙れるもの

多 く、漸る揚合若 し不用意に或は過度の虚脱療法

を施行するに於ては徒 らに肺臓の負担 を重加 し辛

うじて代償せる呼吸機能は忽ち破綻 を來 し呼吸不

全 を惹起する惧なしとせす｡呼 吸不全をして一旦

発生せしめんか直ちに代償的換氣異常充進を招來

し、最重要なるべき虚脱作用即ち病肺の安静保持

は最早期 し得ざるに至るぺ し(VOrwerk2))｡

虚脱療法の結果呼吸性酸素不足乃至呼吸不全を

招來せる多 くの症例は既にGaubatz薫),V・rwerkO',

Petzold3),Rothkopf4)等 の報する所にして、本邦

に於て貝田6)氏 は人工気胸術施行者5例 中2例

に、池田7)氏は8例 中3例 に、堤5)氏 は人工氣胸

術施行者35例 、検隔膜神経捻除衛施行者2例 、

計37例 中5例 に於て衛後高度酸素不足の璃現 を

認め、古賀9)氏亦人工氣胸後一i時的に酸素不足の

増悪せる症例 を報す｡

Gaubatzi>,Nicoli6)等 は安静時既に比較的高度

なる酸素不足(分 時20--30蝿 以上)の 存ぜる揚

合、殊に同時に呼吸予備量の減少高度なる揚合又

は呼吸当量の病的変化の存ぜる場合は如何なる虚

睨療法 も禁忌な りとなし、呼吸描写法に拠 り虚睨

療法に対する適窓決定を試みた り｡更 に氏等は虚 訓

睨療法施行により限界呼吸量対分時呼吸量の比6

2・0以下に減少ぜざること(正 常値8--10)、 分時 .-h

呼吸予備量の20立 以下に減少ぜざること、呼吸

当量の4・5立 以上嬬曾加せざることを注意し、然

らざれば術緩強度酸素欠乏症の毘現を防止 し得す

とせ り｡

更に貝田6)氏は術後の酸素不足の出現は肋膜睦

内圧、肺活量乃至 レ線所見 とは必す しも常に並行

せすとなし、古賀8)氏亦途入室氣量 を肋膜腔内圧

が概ね陽圧 を示 さざる範囲内に於て調節ぜる場合

'に於ても特に中等症以上の ものに於ては術後一時

的に酸素不足の檜悪を認むる揚合あるを以て途入

量を肋膜内圧の程度のみを以 ζ調節することの不.

充分なるを論 じ、余の症例に於でも亦肋膜腔内圧

を陰圧に保たしむる様途入量 を加減せる揚合に於

て も中等症以上に於ては衛後 一時的に呼吸当量の

壇大を認めた り｡要 之本検査法に拠る肺臓呼吸機

能検査は襲に貝則、池田、堤、古賀氏等の論ぜる

如 く虚脱療法殊に人工氣胸術に於ける適慮症の判

定、途入室氣量乃至施行間隔の調節上有用なる診

断法なるべ し｡

第5章 結 論

(1)人 工氣胸術施行後肺活量、限界呼吸量勉

に呼吸予備量共に減少するも比較的軽度に して、

岬__14-一
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術後7肩 目には既に術前値に復せ り｡且 つ肺活量

の減少は常に途入室氣量 よりは小な りき｡篇

《2)肋 膜腔内圧を陰圧に保てる場合術後酸素

不足の壇悪は之 を認めざりしも、呼吸当量は中等

症以上に於ては衛後一時的に檜大の傾向を示す場

合あり｡

(3)自 然氣胸を併発 し肋膜腔内圧張陽圧 を示

ぜる一例に於ては著明なる負の酸素不足を認め、

且つ肋膜腔内室氣除去により呼吸困難の恢復する

と共に消失ぜ り｡

(4)本 検査法にi翅る肺臓呼吸機能検査は虚脱 帰

療法殊に人工氣胸術に於ける適慮症の判定、途入

室氣量乃至施行間隔の調節上有 用 な る診断法な

り｡
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成 人 肺 結 核 症 シ ユ ー ブ 巴 関・す る 研 究
"(

1)各 臓 器 にお・け る病 集 と結 核 菌 の所 見

九大医学部第三丙科教室(指導 浜田教授、具田助教授)

茅 嶋 孝

(本論文の要 旨は第23回 結核病学会総会 において報 告 した｡)

第1章 結核性病巣におけ

る結核菌の消長

1緒 言1882年(1)R.Kochが 結核菌を発見

し、い わゆ るKoch氏 抗酸性桿菌が結核の病

原体であると認められて以來、結核菌に関する研

究は枚挙に邊がない｡結 核菌の形態並びに染色性

の変化については既に、(2)Fontes,(3)Kahni(4)

A.胚ay醜 等の研究があり、人体結核病巣内め結

核菌の形態については我が國で も、⑤竹内、(6)橋

ロ、 ⑦崎 元 、(8)⑨隈 部 、(10)白 石 等 の 研 究 が あ る｡

私 も肺 結 核 症 シユー プの 源 泉 を追 求 し、剖 検 屍 の

全身 各 臓 器 及 び 各 部 リンパ腺 の結 核性 組織 反慮 と

結 核 菌 所 見 を検 索 した の で これ を報 告す る｡

2研 究 方 法 及 び 研 究材 料 昭和22年 以 降当内科

にス院 し・臨駄経過 を観察 し剖櫨 で肺結棲 を確認 し得 た

18才 より56才 迄の40例 につき、全身各臓器 、各部 リ

ンパ腺 の結核性病変 を病理組織学的 に検 索 し、臨淋経過

と対比 し楡 討 した｡組 織片はホルマ リン固定の後 、主 と

してパ ラフィ ンで、一部は ツエ ロイジ ンで包埋 し、7乃

至15ミ クロンの蓮続 切片を作製 し、ヘマ トキ シ リン｡

一15__.
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エオジン染色 、カルボ ール ・フクシンに よる結核菌染色

及 び必要に懸 じビル シヨウスキー ・岡氏変法 に よる鍍銀

法 を行つた◎

3研 究成績(イ)肺 に於ける結核病巣と結核

菌の消長｡肺 に於ける結核性病変をその肉眼的所

見及び顯微鏡的所見 より次の ように分け、その各

各に於ける病巣の性状 と結 核 菌 の消長 を追究 し

た｡第1表 はこの関係を図示 した もので、菌少数

とはガ フキー1号 乃至3号 程度をいV・、菌中等数

とはガ フキー4号 乃至6号 程度、菌多数とはガフ

キr7号 乃至10号 程度をいう｡

(1)粟 粒結節｡こ れを増殖型 と滲出型 とに分け

た｡増 殖型 とは比較的に古い粟粒結節で、硝子様 一

化、結命織化が強 く、滲出型 とは比較的に新=しい

粟粒結節で、類上皮細胞や結合織線維の増殖少い

粟粒結節である｡増 殖型粟粒結節では結核菌の発

見は甚だ困難で、21個 中僅かに3個 に結核菌を発

見 したに過ぎない｡特 に硝チ様化、石荻化 した も
ノ

のでは菌は発見することが出來なかつた｡菌 を発

見 した3個 も菌の数は甚だ少 く、各病巣に1乃 至

23個 の菌を中心壊死部に近いリンパ球乃至類上

皮細胞の浸潤部や、ラ域耳細胞中に見出したに過

第1表 肺に於ける結核病集と結核菌の消長

堕＼
魍

粟 粒 結節

懸麟種
病集

増 殖 型

個 数

21

1
滲 繊 型

増 殖 型

滲 幽 型

小葉性病簗

1

壇 殖 型

乾 酪 集

室 洞

滲 出 型

完全壌死

壌 死・類 壌
死

壇 殖 型

滲 出 型

7

21

26

4.

20

8

3

4

b22

1
18

(85・7%)

1

(14.3%)

{ 11

(52.4%)

2

(7・7%)

0

3

(15・0%)

0

0

2

(50%)

0

37136計
(27・2%)1_一""一'

ぎない｡且 つ結核菌は、細長い糸歌や顯粒の蓮鎖

状になつたのが多 く、比較的にフクシンで淡染 さ

れている｡滲 出型粟粒結節では、7個 中6個 に結

核菌を発見 したが、菌の数は甚だ少 く各病巣に数

個程度で、中心壊死巣やそれに近い リンパ球浸潤

部 にあり、菌の形態はやや曲りくねつた長い桿歌

が多 くフクシンでやや淡染されたの もある｡

十 ・ 少 数i中 等 数

(、副
6

(85.7タ6)、

10

(47.6%)

24

(92.3%)

4

(100%)

{ 17

(75,0タ/e)

1(｡｡,.1)
3

(100%)

2

(50%)

22

(100%)

99

(72・8%)

3

(100%)

6

(100%)

10

(100%)

1 11

(46%)

2
(50%)

9

(53%)

2

(25%)

0

1

(50%)

0

0

多 数

0

0

0

8

(33%)

2

(50%)

6

(35%)

0

3
-(100%)

1
(50%)

(15%)16(27%)

45
(46%)

26
(26%)

0

5

(21%)

0

2

(12%)

、6

(75%)

0

0

15
(68%)

28
(28%)

(2)細 葉性及び細葉結節性病巣｡こ れを結合織

線維の壇殖や、類上皮細胞浸潤著明な壇殖型と然

らざる滲出型とに分けた｡壇 殖型では21個 中10

個に結核菌を舜見 した｡結 核菌の性歌及び存在部

位は、檜殖型粟粒結節とほぼ同じで、ただ菌の数

がやや多 く発見 された｡滲 幽型では26個 中24

個に結核菌 を発見 した｡こ の中、菌少数は11個

一一一16一
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(46%)、 菌中等数は8個(33%)、 菌多数峠5偶

(21%)と なつている｡こ の中の菌多数の5個 は、

何れ もほぼ全肺に氣管枝性に拡がつた細葉性乃至

細葉結節性乾酪性肺炎の症例で、中には各々の病

巣の中央軟化 し小室洞化しつつあるものもある｡

この多数の菌は大輩核球、形質細胞、組織球、輩

核球、 リンパ球 を主とし、中には多核白血球 も混

じる細胞浸潤部に一面に散在し、中には束状、塊

歌、糸まり歌にかたまつた もの もある｡菌 の形態

はフク シンに濃染された屈曲の少いやや短い桿歌

のものが多い｡

(3)小 葉性病巣｡こ れを檜殖型 と滲出型に分け

たが、小葉性病巣では結合織線維により完全に囲

饒 された病巣は極めて少 く、増殖型で も一部に結

合織線維の形成が不充分であるのもある｡小 葉性
一病巣では増殖型少 く滲出型が多い｡檜 殖型では菌

少数2個 、菌中等数2個 で、菌の性歌は大体細葉

性乃至細葉結節性病巣の壇殖型と一致する｡但 し

菌中等数の2個 は、何れ も中心壊死部で破壊され'

た細胞核片等のまだ残存する部に発見され、やや

屈曲しフクシンに染 まる桿歌の菌 が散 在 してい

た｡滲 出型では菌を発見出來 なかつた病巣が3個

あるが、これは何れ も乾酪化の強いものであ多｡

菌少数発見の病巣は9個 で、何れ も主として乾酪

巣の辺縁に近い部の細胞核片等の残存部や リンパ

球浸潤部に於 いて、やや短いが フクシンに濃染せ

る屈曲の少V・桿歌菌が散在 している｡

(4)乾 酪巣｡ほ ぼ栂指頭大以上の乾酪巣で、こ

れを顯微鏡的に完全な凝固壊死である完全壊死巣

と、顯微鏡的になお染色不良の細胞等の残存する

壊死｡類 壊死巣に分けた｡完 全壊死巣では菌少数

巣2個 、菌多数巣6個 である｡菌 少数巣では、乾

酪巣の辺縁に丸V・球菌様の数個のフクシン赤染物h

が不規則にある｡菌 多数巣では、乾酪巣の中央部.

に於いて太 く短いフクシン濃染の屈曲のない桿菌

が数個互いに交叉して数條に列んで集落性にあっ

た｡壊 死 ・i類壊死巣では、屈曲の少V・フクシン濃

染の桿菌が散在し、・一部松葉状乃至束状にかたま

つているの もある｡

(5)室 洞◇これを壇殖型 と滲出型に分けた壇殖
セ

型とは硬佑性室洞で室洞壁は清澤で結合織の檜殖

著明なもので.滲 串型とは然 らす して洞壁は新鮮

な壊死巣が多 く・中には軟化融解した壊死を容れ

ている如きもので、その周囲は結合織の増殖少い

ものである｡檜 殖型でな菌 を発見 した もの2・個、

発見出來なかつたもの2佃 で、発見 した2偶 は乾

酪性肺炎で夏大室洞を作 り死亡 した例で、洞壁は

完全壊死巣でその周囲に結合織がかなり高度に増

殖 していた｡菌 少数発見の1個 も同じ例で、洞壁

の性歌 も同じであつたが乾酪化部に太い球菌様の

赤染物数個を見出した｡菌 中等数の1例 は、 リン

パ肉芽腫症の臨床診断の下に入院 し剖検で偶然両

肺に室洞を見出した例で、洞壁は結合織化 してい

る硬化性室洞で、その乾酪巣に松葉歌、束1伏に固

まつた細長い屈曲の多V・桿菌や小さい顕粒 をつづ

った様な桿菌が散在してV・る｡滲 出型では総てに

菌を見出 した｡こ の中菌少数は1個 で、これは洞

壁が廣範囲の完全壊死巣でその周辺の結合織の増

殖少い病巣部に太い球菌様赤染物質が数個見出さ

れたに過ぎない｡菌 中等数は6個 で、何れ も周囲

に多少結合織の増殖がある病巣で、細長 く屈曲の

多い桿菌や小 さい穎粒を綴つた よ うな淡赤染の

菌、糸歌の菌等多様の形態及び染色性を持つ菌が

散在 し、一部は東歌、糸まり状に癒合 し散在 して

いる｡菌 多数は15個 で最 も多 く、これには察洞

壁は顯微鏡所見で白血球多数浸潤 し、竹内氏のい

う白血球性膿瘍様病巣に相当し、ここに可成 り太

いフク シン濃染の屈曲の少V・桿薦が各所に糸まり

状に数十個固まつて多数散在 しているもの、及び

洞壁が完全乾酪化した病巣部には、短か く太いフ

ク シン濃染の桿菌が交叉して数條に集落性に列ん

で存在 している｡後 者はいわゆる打 ち抜 き室潟に

見 られ、特に氣管枝へ蓮なる部によく見 ら麗た｡

以上の所見に從い、菌の形態及び染色性 より、

大体結核菌を第2表 の様に第1型 、第1【型.第 皿

型、第W型 及びX型 に分類 した｡こ の中第1型 よ

り第W型 までは結核菌と認め られ るが、X型 は果

して結核菌であるか否かは異論のある所である｡

この分類に從つて肺に於ける結核性組織反懸と結

核菌の性状との関係を図示すると第3表 の ように

な為｡

(ロ)リ ンパ腺に於ける結核病 巣 と結 核菌の消

一一_17- .一_
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第2表 結 核 菌 の 公 類

顯 響L形 態 フクシ ンによる染色性

1 型
1・ 小穎粒 の蓮鎮1伏排列
2・ 細長い屈曲 の多い糸状 淡 染

∬ 型
ヨ

細長い屈曲の多い桿状 ボ 比 較

1繋

皿 型 屈幽の少い桿状
ひ

噛

良

{i
W型i舳 の殆んど無噸 かく太し轍1濃

x型1球 齢 染物
1不

的 淡 染

染

染

定 ○,

第3表 結核性組織反瞳と結核菌の性状との関係

田糊
＼

＼
繊

態

1・ 結 合 織 化 集

2.類 上皮細胞・ リ
ンパ球浸潤輿

3.澄 出細胞 ・(特に円型細胞)集

1型 稀に 皿型

1型 、皿型

五型 、皿型

数

4・ 白血球膿瘍様集

5・ 菱菱タ旨9炎頁壌 クε災

6・ 完 全 壌 死 巣

i発 見騰 あつても甚だ少獅

数
在

小
散

多数散
在 、東状 、松葉状 、糸ま り状 に凝集 し

たの もあ る｡

正型 、皿型 賑 欝 無 糸まり状に凝集Lたのもあ
る｡

五型 、皿型

(1)X型
(2)W型

やや多数
散在、一部 に束状、糸 ま り状に擬 集 した
の もあ る｡

(1)甚 だ少数 散在
(2)甚 だ多数 集落性に排列

長｡各 部 リンパ腺287個 について結核性病変の有

無、結核菌の消長を表示す ると第4表 のようにな

る｡す なわち287個 の リンパ腺中、結核病巣 を発

見出來たのは2671固(93%)で 、病巣 を発見出來

なかつたのは20個(7%)に 過ぎない｡病 巣の

ある267f日 巾、病巣に結核菌を発見出來たのは

124偶(46.4%)で 菌を発見出來なかつたのは143

掴(53・6%)で ある｡こ の菌を発見出來た124個

中、菌少数発見は99個(80%)で 最 も多 く、次

いで菌中等数15個(12%)、 菌多数10個(8%)

である｡こ れ を結核性組織反磨に從つて結核菌の

消長を示すと第5表 のようになる｡す なわち(1)

石荻化及び硝子様化病巣には何れ も結核菌を発見

出來 なかつた｡

(2)結 核結節｡肺 に於けると同様に、増殖型と

滲出型に分けた｡壇 殖型では結核菌を発見萬來た

もの52個(37・1%〉 で、発見出來なかつたもの

88個(629%)で ある｡菌 を発見出來たものも何

れ も菌は甚だ少数で、1型 稀には■型で、中心壊

死部辺縁・上皮様細胞 ・リンパ球暦や ラ氏E細 胞

内に見 られ疲｡滲 出型では菌 を発見出來た もの36

個(90%)で 菌を発見出來なかつたのは4個(10

%)に 過ぎな)・｡菌 を見つけた36個 中、菌少数

は28個 で最 も多 く・第1型 、第1[型 の菌 を中心

壌死巣の細胞核片の残存する部に散在性に見る｡、

菌中等数は7個 で申心壊死巣の細胞核片の残存す

る部や組織球、輩核球 を混 じた リンパ球浸潤部に

聰 海vaidMWの 齢 散在8て 、一部は糸2b

、 一 一 一18-一 一
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第4表 各部リソパ腺に於ける結棲病巣並びに結核菌の検出

騨

リンパ腺

痛 変

静肱角 リンパ腺 副氣管 リンパ腺
分 岐 部
リンパ腺

肺門 リンパ腺 麟 膜1その他の
リ ンパ腺

奄

計
左1右 嘘1右

一

左}右
リンパ腺

症 例 22 25 26 26 28

/

29 28 20. 7

個 数 43 40 33 37 33 33 30 23・ 、引287

i

蓼

病

集

核

菌

結

核

菌

数

(%)(f生8)(、 鑑慧)(6,呈)(2.1)(al)
0112
f(3｡3)}(4.3)(13.3)

?十

3735313632'3329(%)

(86.0)(87.5)(93.9)(97,3)(97.0)(100)(96.7).

(tv5)(鵡(5,?2)(認)!(,,99)(,,99)(4,ll)(5♂ 塁)

(;)(,,ll)(4219)(35{9)
距

繍

可 1

少

数
中
等
数

159

01

151219d'1綾

(41｡7)(37.5)(57｡6)(44,8)

1412137

エ035

22i、3

(9δ.7)i(86・7)

10s

(45.5)

12
(54)

8

3

4

(30・8)

9

(69・2)

20

(7・0)

多

数

0
6 01 0031

267

(93・0)

143
(53.6)

124

(隼6・4)

61 99

(80%)

1 15

(12%)

、12、｡

(8%)

第5表 リンパ腺に於ける結核性組織反瞳と結核菌の消長

ば 騨 殖雛
舗
野こ

出
鞠
獅

滲
(
細

乾 酪 集

完全捜死 壌死 ・類壌死

計

嘩q弔欠圏 ＼

個 数3114040 1044 2

戸

267

一3、8814

(%) 一(100・0)
.(6多'9)1(1000)

隼

020

(45.5)

0 143

(53・6)

十

(%)

05236

(37.1)(響)0｡0) 鰯1刷 醐 .

結

核

菌

数

少

数

0 52 28 316 0

中
等数

0

喚

0 7 26 0

多

数

0 0 .1

}

52 2

(4嵩

爾1

(、2勇

110

1(8%)

_-19_
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献、東歌に凝集 している｡菌 多数1個 は左静脈角

リンパ腺で、示指頭大結節の中心乾酪巣の周辺、

、組織球、輩核球 リンパ球の浸潤部に五型、皿型の

菌が一部糸まり歌、東歌に凝集 し散在 していた｡

〈3)滲 出細胞(特 に円形細胞)巣 、かかる病巣

10飼の総てに結核菌を発見 した｡菌 は1[型、Pt型

で何れ もリンパ腺の被膜に近い脂肪組織内に、貧

食細胞 ・大軍核球 ・組織球 ・形質細胞｡軍 核球｡

リンパ球等が浸潤 している部に、一部糸まり歌、

東歌、松葉状に凝集 したのが散在している｡特 に

菌多数5個 は左静脈角腺、左肺門腺の各2個 、左

副氣管腺の1個 であるのは注目に値する｡

(4)乾 酪巣、肺 におけると同様にこれを完全壌

死巣 と壊死 ・類壊死巣 とに分けた｡完 杢壌死巣で

は44個 中24個(54・5%)に 菌を発見 したが、

20個(45・5%)に は菌を発見出來なかつた｡菌 を

発見 した24個 中16個 は菌少数で最 も多 く、菌

第6表

中等数は6個 、菌多数は2個 である≧菌少数16

個中9個 は球菌様赤染物が少数散在してV・たのみ

でN他 の7個 は乾酪巣周辺の結合織化部に1型 、

稀に■型の菌が散在 していた｡菌 中等数6個 は何

れ もかな り結合織の増生があつて、1型,ll型 稀

に皿型の菌が一部東歌、松葉歌に凝集 し散在 して

いた｡菌 多数2個 は何れ もW型 の菌が数條列んで

集落性に存在 していた｡壊 死 ・類壊死巣は1個 で

何れ も多数の菌を発見 した｡こ れは扁桃腺の潰瘍

形成部で、∬型、皿型の菌が束状、松葉歌、糸 ま

り歌にかたまつたのが散在 して多数あつた◎

(ハ)肺 以外の臓器に於ける結核性組織反窓 と

結核菌の消長 肺以外の臓器に於ける結核病巣 と

結核菌の消長を図示すると第6表 の様になる｡す

なわち結核菌を発見出來たのは103個 中62個

(60.2%)で 、発見出來なかつた ものは41個(39・8

%)と な り、結核菌を発見出來た62個 の中菌少

肺以外の臓器における病集と結核菌の消長

病集
腎 性 脳 副 そ

脾 肝 1 腸 の 計

左 右 器 膜 腎 他
結核菌 i

個 数 19 20 8 14 2・}9 6 3 4103

(一)

(%)
11ZO4㌔4

(57.9)(50.0)(50.0)(42.9)(20.0)

(+)
(%)

8104816
(42,1)(50,0)(50,0)(57｡1)(80.0)

結

核

菌

数

少

数

8

霧「 ・
多

数

0

9 3/4 7

1 ・13 6

0 0 1 3

(222.2)(5α8)'・1(2,.6)(3,ll)

733362・

(77.8)(50、0)(10.0)(75.0)(60.2)

4 2 2 140

(64・5%)

2■ ・ い
(ユ625・8%)

・1・ 0 16

(9・7%)

数発見は40個(645%)で ・菌中等数は16個

(258%)、 菌多数ば6個(9・7%〉 となり・この成

績は肺に於ける結核菌の槍出よりは低いが リンパ

腺のそれ よりは高率であるひ特に右腎と腸 とは菌

の発見牽 も高 く、ズ 多数の 菌 を発 見 したのも多

い｡こ れは右腎は室洞があ り、腸 は潰瘍部に白血

球 を混 じた滲幽細胞、特に円形細 胞 浸 潤 巣があ

り、そこに多数の結核菌を見出 した｡結 核性組織

反慮に從い結 該菌の漕長 を図示すると第7表 のよ

うになる｡(1)結 核結節｡増 殖型 も滲串型 も共に

肺、及び リンパ腺にお・けると全 く同様である｡

(2)滲 出細胞(特 に円形細胞)巣｡腸 及び喉頭

の潰瘍部に見 られ、病変が甚だしい所では白血球

が浸潤 している｡し か し肺の室洞壁にあつたよう

な白血球性膿瘍様巣といわれ る程多数の白血球が

浸潤したのは見 られなかつた｡こ の病巣の結核菌

_20、_:一.
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第7表 肺以外の臓器乾に於ける結棲性組織反瞳と結稜菌の滑長
・

ノ

＼

結臆 ＼

病集1
結 核 結 節

昭

滲 出細胞(特
に円形

細胞)集

'

,乾 酪 集

・i

そ

の ・ 計'

他I

l

塘殖到 滲 出 型 完全副 概 ・翻

個 糾 36 32 10

Pt・2i
9 4 103

(%)1(6昭
9

(28,1)

1

(1o、0)

6

(50,0)

0 ・} 41

(39S)

十

(%)
XI

(3o・6)

23

(71.9)

9

(90.0)

6

(50、0)

結

核

菌

数

少

数
u 19 3 3

中
等
数

0 4 5 3

多

数
0 0 1 0

(、｡｡.｡1(、 副(6α 器.

3

3

・臨
5為

三(輔
3 2}

(9.7%1～

も肺及び リンパ腺 と同様に、第】[型、第皿型の菌

が一部塊状、糸まり歌、松葉歌にかたま り多数散

在 していた｡

(3)乾 酪巣｡肺 及び リンパ腺同様完全壊死巣 と

壊死 ・類壊死集とに分けた｡完 全壊死巣では菌を

発見出來ないのがかなりあること、X型 の菌を少

数見出すことは肺及び リンパ腺の場合と同檬であ

るが、肺及び リンパ腺にあつたような、第W型 の

菌が集落性に多数存在す るの は 発見出來なかつ

た｡壊 死 ・類壊死巣では肺及び リンパ腺に於ける

と同様に、第1【型、第皿型菌が多数散在するのを

見出した｡

(4)そ の他の4個 中、菌少数の1個 は何等結核

性病変のない甲状腺の聞質の動、静脹内膣に数個、
ひ

葉状になつた菌がガフキー3号 程度散在して松い

た もの、菌中等数の1個 は肝門脈枝内腔に、一部

松葉駿にかたまつて散在していた もの、菌多数の

2例 は、著 しい腸結核患者の室腸及び大腸の結核

性潰瘍部に於いて著明な線維素の析出があり、そ

の部に甚だ多数の第皿型乃至第IV型 菌が、一部糸

まり歌、塊状にかたまつて散在 していたものであ

る｡

4i考 案 以上の研究成績を総 括 し考案する

と一

(1)結 核病巣に於ける結核菌の槍出峯は、肺が

136個 中99個(72.8%)で 最 も多 く、肺以外の

臓器が103個 中62個(60.2%)で これに次ぎ、

リンパ腺が267個 中124個(46｡4%)で 最 も少

い｡菌 多数発見も菌中等数発見 も肺が最 も多 く、

肺以外の臓器、・リンパ腺の順となつている｡こ れ

は結核性組織反磨 と結核菌の浩長 との闇には既述

の如き関係があり、肺に於いては種々の結核性組

織反窓が認められ、又病巣の大きさも他に比 し大

きいのに反し、肺以外の臓器及び リンパ腺では病

巣 も小 さく、結核性組織反磨 も肺の様 た色 々と交

錯 していないためと思われる｡

(2)石 友化及び硝子様化病巣には結核菌を見出

さなかつた｡又 増殖型は滲出型 より遙かに結核菌

を見出し難V・｡結 核性組織反磨 と結核菌の消長 と

の間には、肺 ・肺以外の臓器、 リンパ腺の何れに

おいて も第3表 に示 したような関係が見 られ る｡

この関係は大体(5)竹内氏等の読 と一致す る｡し か

し竹内氏等がい うように、塊状、糸ま り歌に凝集

した菌が次第に崩壊 し且つ染色性を減 じ、赤玉様

滴状物に融解 してゆ く過程は見出し得なかつた｡

勿論結合織 化巣に見た第1型 は菌の崩壊過程 と考

え られるが{竹 内氏等がいうように、乾酪巣 も白

血球性病巣の多数の結核菌が崩壊 されて生するも

のであるどは考え難い点が多い｡近 時 ㈹ 武田氏

等が動物実験により乾酪性肺炎をアレルギー性に

一一・-21_一_
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起し得 ると証明した ことは、乾酪化がアレルギー

と密接な関係があることを思わせる｡

(3)(8>(9)隈部氏がいうように、肺の室洞や乾酪

巣には結核菌の多形態性及び染色性の変化が見 ら

れる｡又 隈部氏は鮪以外の臓器や リンパ腺では、

腕の乾酪巣、・室洞で見 られた菌の集落性存在はな

いといつた｡私 の例では リンパ腺の乾酪巣に直見

出したが、肺以外の臓器では見禺さなかつた｡

(4)僅 か2観 ではあるが線維素病巣において、

甚だ多数の結核菌が散在 していた◎甲猷腺間質の

血管内腔及び肝門脈枝内腔に結核菌を相当見出し

た事は注 冒に値する｡

5結 論 昭和22年 以降当内科 に入院し臨床

経過を観察し剖瞼で肺結核を確認 し得涜18歳 よ

り56歳 迄の40例 につき、 シユープの源泉を追

求するため、全身各臓器、各部 リンパ腺の結核性

病変を病理組織淳 的に絶索 し、結核病巣と結核菌

の消長との関係 を追究 し次のような結果を得た｡

(1)組 織杓結核菌をその形態及び染色性より、

1型 、1[型、巫型、IV型 、X型 に分類 した｡

(2)こ れ等の結核菌の菌型及iS1菌数 と、結核性

組織反態 との間には凡そ一定の関係があることを

見出 した｡

(3)組 織内結核菌の検出率、及び多数の結核菌

を発見した病巣数の率は、肺が最も多 く、次V・で

肺以外の臓器、 リンパ腺の順である｡

(4)肺 室洞壁では、結核菌の多形態性及び染色

性の変化が見 られるが、他臓器の室洞では見 られ

ない｡こ の事実 と、肺の病巣では他 に比 して多数

の菌 を見出した病集が多いこととは、肺の結核性

病変は一般に他の結核性病変に比 して病巣が大き

いし、叉多種多様の結核性組織反磨が交錯 しいる

ことによるものと思 う｡

(5)か かる結核菌の形態及び染色性の変化は、

輩に結核菌の崩壊過程のみ 乏は考えられない｡

(6)結 核菌が集落性に多数存在する病巣は・肺

の室洞及び乾酪巣のみならす リンパ腺の乾酪巣に

も発見 したが、それ以外の臓器では発見 しなかつ

た｡
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BCG乱 切 接 種 法 に つ い て

九大医学部細菌学教室(主任 戸田忠雄教授)

武谷 健二 内 田 正 藤本芙二雄

徳島大医学部細菌学撤室

吉 田 長 之

結核予防対策 としてのBCG接 種は、わが國で

はすでに法劔化され実用期に達 している｡BCG

の接種法に関 してはできるだけ長期闇持続する強

い免疫力を與 え、操作簡箪で、しか も接種局所の

副 作用 を少 な くす るた め に 、calmette以 來 …種 々

の方法が研究されてきた｡現 在は皮内注射怯があ

らゆる点で優れた方法として実施されているが、

局所に潰瘍・痕痕を生 す る点で改良の余地が多

oo-
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い｡数 年以上冤疫の持続する種痘 と異なり、BCG

は自然陽韓するまではほ 樽一年毎に接種 を必要と

するワクチンであるか ら、この副作用の除去は、

その普及の度の廣まるにつれて一暦翼創に考えら

轟 ねばならぬ問題である｡こ れ を解決するために

現在経皮接種法の研究が盛 に行われ"る｡こ の経

皮接腫法については、宮田i)(1934)は 乱 切接踵を

モルモッ トについて行い、'感染防禦力あることを

認め、戸田及び島本2)9)(1939)は 、モルモツFに つ
お ち 　鰯い

て他 の接 種 方 法 と比 較 して乱 切 接 種 を行 い 、 ツ

ペ ル ク リン(以 下 ツ と略)反 憲 陽 韓 率 及 び感 染防

禦 力 に於 て 優 れ た 方 法で あ 器 こ と を報 告 し、貝 田

等4)(1940)は 、 これ を人体 に 慮 用 して副 作用 の 少

ない こ とを指 摘 した が 、菌量 が 少 な く高 い 陽 韓 率

が得 られ なかつ たた め 中絶 した｡一 ・方 、 これ とは

別 個 に、Weil-Ha116s)(1939)N6gre及 びByetey・

6)(1940)も 乱 掻 接 種 法 の 優 れ た こ とを報 告 し
、

Ro§enthaF)(1939)は 乱 刺 法 を動 物 及 び 人 体実 験

の結 果 よ り推 奨 し、N6gre及 びBretey6)(1940)は

これ を追 試 し、Birkhau99)9)(1947)も この 方 法 を

改 良 して い る｡最 近 、 わ が 國 に於 い て も再 び この

方 法 が と りあげ られ 、朽 木10)は 人体 に乱 切 接 種 を

行 い 、菌 量 を適 当 にす れ ば 、5ク 月 まで の 観 察で

は 皮 内法 に劣 らぬ ッ反 懸 陽 性 率 を保 ち、 局所 変 化

の 著 し く少 ない こ とを報 告 し、佐 藤恥 等 は乱 刺 法

を入体 につ い て行 い好 成 績 を得 てV・る｡著 者 等 も

濃 厚 菌液 を用V・、乱 切 接 腫 法 と皮 内法 と を対 照 し

て 人体 に つ いて 行 い 、1年 半 ～2年 聞 観 察 し、

ツ ・ア レル ギー及 び 局所 変 化 の 推 移 を追求 した の

で これ を報 告 す る｡

実 験 方 法

1)接 種対象:薦 岡市内の小学校(実験番号 班.

TKN｡)及 び新制中学校(実 験番号S)の 生徒中

の2,000倍 ツ反慮陰性者｡各 実験毎に、接種條件

の異なる夫々の集團を構成する生徒の年齢の分布

を、原則 として平等にした｡'

2)ツ 反慮:標 準無蛋白ツ2,000倍 液を用い、

O.1ceを 皮内注射 し、48時 聞後の発赤を測 り、

直径10mm以 上を陽性とし、5mm以 下を陰性

とした｡総 ての実験 を通 じて同一原液より稀釈 し

たツを用い、各実駒毎に同一の稀釈 ツを用いた｡

但 し、実験Kの 接種後581日 目のツ反磨のみは、

やや力便の弱い別の原液より調製 した ツ を用い

た｡

3)BCGワ クチン:BCG/傳 研株、 ソー トン2

～3代 目の発育良姫の菌 を用V・、手振法で作製 し

た｡各 実験毎に、同一の濃厚菌液より稀釈 して乱

切及び皮内接種用ワクチ ンを作 つた｡皮 内用は

O・25%ダ ラチン食塩水を用いO.4mg/c.《:■とし、

乱切用は、実験Kは チフスワクチン稀釈用燐酸塩

緩衝食塩灰を用い、他は蒸溜水を用いて10～40

mg/ccと し、ワクチン調製後6時 聞以内に接種 を

完了 した｡

4)接 種方法=左 上臆外側をアセ トン又はアル

コール消毒後、充分乾燥 させて接種した｡

皮内接腫;正 確にO.1ccを 上縛外側1ケ 所、皮

内注射 した◎

乱切接種;上 騰外側の皮膚を緊張させ、種痘用

ランセツ トで、あらか じめ菌液を塗つた局所に十

字朕乱切を所要個数加え、再び菌液 を創面に充分

に塗 りつけ、自然に乾燥するまで局所を露塒させ

たう乱切の長 さは15㎜ 、 深 さは原;ll1として乱

切後1～2分 して僅かに血のにじむ程度とした｡

実 験 成 績

1)ツ ・アレルギーの推移

A)初 接種群

その成績を第1表 に示す｡同 一実験群内では、

ワクテンの濃度が高 く、接種個数の多い ものほ ど

陽韓率 も高 くな り、その関係は接種俵3～5週 か

ら1年 掌～2年 に到 るまで大体わか らない｡実 験

丁の40mg/cc3ク 所接種群と4ク 所接種群では

3ク 所の方が陽性率が詠 が・これは接璽)際4

ケ所の群では、乱切の深 さが一般に浅かつたため

と考えられ、これは後述の接毬局所変化が3ク 所

群 よし弱いことか らも推測 される｡20mg/cc2

ク所 と40mg/cc1ク 所では、前者の 方が 陽性

率高 く、勿論後述のように局所変化は少なく、分

割接種が優れていると考えられる｡実 験Kの40

mg/cc2ク 所は、 対照の 皮内法とほぼ 同様の陽

性牽 を示 しているが、他は総て皮内法より陽性傘

一一 一23-__,
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が低かつな｡ツ｡ア レルギーの発現と推移 を実験

毎に見るに、実験班では乱切皮内法とも、接種後

3～5週 と3～6ク 月では陽性率がわか らす、実験

丁ではともに6～12%の 陽性率増加 を示 し、何れ

の場合 も特 に乱切法の方がッ｡ア レルギーの出現

が早いという事実は観察されなかつたが、実験K

では乱切法は5～10%陽 性率低下 を見るに反 し、

皮内法では殆 ど変らす、乱切法ではツ｡ア レルギ

ー毘現早 く、その褻退も早いのではないかと考え

させる｡然 し、1年 半～2年 後の陽性率は何れの

実験でもかなり低 くなつてお り、実験Kに おいて

は乱切40mg/cc2ク 所 と皮丙法では差なく、特

に乱切法で陽韓率の持続が悪いとは 考 え られな

bo

B)再 接種群

その成績を第2表 に示す｡何 れ の実 験に於て

も、初接種の場合 と同壕、陽性率は大体接種菌量

と個研数に比例 して大 きくなる｡実 験Mの20mg

/cc2ク 所、実験 丁の40mg/cc3ク 所、4ク 所、

i実験Kの20mg/cc2ケ 所、40mg/cc1ケ 所、2

ク所は対照の皮内法と大差なVb陽性率を示 してお

り、初接種群に比 し低濃度で対照の皮内法に相当

する陽性率を得るo実 験丑【の40mg/cc・2ケ 所 と

i実験丁の40mg/c・c4ケ 所は、後述の局所変化の

成績 と考 え合わぜて、乱切の深 さが浅かつたと考

えられ陽性率が比較的低い｡何 れの実験に於いて

も3～5週 、3・)6ケ 月、1年 半～2年 と次第に

陽性率低下を見、実験Mで 皮内法が接種後3～5

週 と3～6ケ 月で大差ない陽性率を示すに反 し、

乱切法がかな り低下を示 している以外は、乱切法

と皮内法で特にツアレルギーの発現 と推移に著し

い差異は認められなかつた｡実 験Kの20mg/cc

2ケ 所、40孤9/cc1ヶ 所 とはこの揚合は陽性率に

大差なかつた｡総 ての実験に於て、何れの接種後

日数において も、同時に行つた初接種群 よりも高

い陽性率を示 している｡実 験NとSは 、菌液が接

種時自然凝集を起 していた もので、何れ も皮内法

に比 しかな り陽性率低 く、実験班及びKの 同一濃

度の例に比較 して も陽 性率が小 さい｡

2接 種局所変化i

A)初 接種群

その成績 を第3表 に示す｡乱 切法では何れ も皮

内法に比 し著 しく局所変化が軽 く、潰瘍は1例 も

認められない｡乱 切法相互では菌量が多V・程強い

局所変化を呈 し、また数ク所接種した揚合はその

中の最 も強い変化をとつたので、接種偲数が多い

ものほど変化が幾分強いとい う成績がでている｡

接種後1年 半～2年 では、皮内法では73～81%

が明瞭な痕痕を留めているに もかかわ らす・恥切

法では74～97%が 全 く痕跡を留めていない｡

B)再 接種群

その成績 を第4表 に示す｡1年 半後の観察は、

再接種者では対照の皮内法に於いて前回の接種の

疲痕と判別がつかぬため行わなかつた｡3～6ク 月

までの局所変化は、初接種の揚合 と同様、乱切法

は皮内法に比 し極めて軽い｡乱 切法では実騨 虹と

Kに 、極 く少数に潰瘍が見られたが、これは乱切

の手技が悪 く極め七深 く切つた例 に相 当 してい

る｡同 一実験の初接種群 より拡一般に強V・変化を

呈 している｡乱 切法相互では菌量 が 多 い程著し
へ ぎ

く、接種個数も多v・ものが幾分変化が強v城 綾が

でている｡前 述のように、実験】虹の40mg/cc2

ケ所 と実験Tの40mg/cc4ク 所はやや局所変

化が弱V・｡、

総括 と考按

乱切接種によるツ ・ア レルギー推移と局所変化

を、1年 半～2年 闇 観 察 した結果、初接種群で

は、実験班の40mg/cc2所 ・ケ所以外は、総べて

皮内法よ)}陽性率が低かつた｡20mg/cc2ク 所

と40㌍9/cc1才 所では前者が陽性率高 く・ しか

も局所変化少なく、分割接種が優れていると考え

られる｡再 接種群では初接種群よ り低濃度の菌液

で高い陽韓率 を示 し、20mg/cc2ク 所、401ng/cc

1～2ケ 所以上では皮内法に劣 らぬ陽韓率 とその

持続を示 している｡初 、再接種とも乱切法の陽性

率が、皮内法に比 し3～6ク 月後に低下する例が

見 られ、乱切法はツ ・アレルギーの発現が早いと

考えられるが、この事実は全般的にはあまう明ら

かに現われなかつた｡局 所変化は何れ も皮内法 よ

り著 しく軽いが、再接種群の方が初接種群 より少

し強い｡'潰瘍は極めて少数例にしか見 られす、一し

かもこの少数の潰瘍は乱切手技の蜘劣であつたた
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めと考えられる｡.乱切法相互では陽性率の高いも

のほど一一般に局所変化 も張い｡接 種1年 半～2年

後 には、乱切法では74～gi%が 全然痕跡 を止め

ないとい う事実は、BCGワ クチンが自然陽韓す

るまでは原則どして1年 毎に反覆接種 を必要とす

る故に、乱切法の極めて優れた点と考えられる｡

又接種手技 も比較的簡輩で、ワクチン濃度が高い

ため長期の保存に耐えると考え られ、只皮内法に

比し菌量 を多 く要する欠点はあるが、將來皮内法

に代つて 用いらるべき方法 と考えられる｡以 上

の成績か ら考えて、 將來実施に あたつては菌量
ぽメ

60mg～100血9程 度とし、乱切長60～120mm程

度とすれぱ、 常に 皮内法にまさる陽性率が 得 ら

れ・局所変化も・この程度なら問題にな らぬと考え

られ る｡只 、濃厚菌液であるか ら自然凝集を起 し

易いとい う点 もあ り、今後メデウムを検討する必

要がある｡

むすび

BCGワ ク牙ンの菌量と接種個数 を変化させて、

乱切法を行い、1年 半～2年 間、ッ ・アレルギ_

の推移及び局所変化について、皮内法を対照 とし

初、再接種群にわけて観察した｡/

1)ワ クチンの菌量 と乱切長の総長 を適当にす

趣

れば、皮内法と同等の陽韓率 を得、1年半～2年間

は皮内法に劣 らぬ持続を示す｡、

2)局 所変化は、皮内法に比 し乱切法が極めて

軽 く、1年 半2年 後の観察では大部分は接種局所

に全 く痕跡をとどめない｡

(戸田教授の御指導御校閲を感謝しますb)

(本研究は文部省科学研究費によるo)
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・ ツベ ル ク リン特 に その製 法 に関 す る再検 討

第1報 從來のツベルクリンの製法及び力慣河定法に関する吟味

京大結榎研究所細菌血清学部(主任 植田教授)
'白 石 正 雄

(本報告の大要は第23回 日本結棲病学会総会にて演述した)

緒 言

現在我 々が使用 して い るツベルク リン(以 下

「ツ」と略記す)は 非常に種類が多 く1)2)、大部

分は旧國際聯盟法に したがつて、標準 「ツ」に力

便をあわせたものであるが3)、実際人体について

比較してみると、力債に非常な懸隔をみとめる4)

5)｡か かる場合用いた力便検定法の滴否如何によ

つ て ・力 償 の変 動 を招 來 す るで は あ ろ うが 、特 に
、 「ッ」及 び そ の製 法 の 再 吟 味 が ます 問 題 に な

つ て

くる｡す な わ ち 出來 るだ け精 製 せ られ た特 異 性 の

高 い製 品が 望 ま しい｡そ の代 表 的 な もの と して 、

既 にMaychmaimundKUsterの カオ リン吸着 法

に よ る精 製 「ツJ5)、B◎quetetSandorの 燐 タ ン

グ ス テ ぞ酸 「ツ」7)が あ り、SeibertのPPD8)は 廣

く使 用 せ られ て い る｡最 近Corper等 はAutolyttc

一 一25___
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Tuberculinが 「ツ」蛋白を多量に含有す るとい

う9)lo)｡元來 コツボの旧 「ツ」は4～5%グ リセ

リン｡プ ィヨンに人型菌或は牛型菌を6～8週 叉

は7～10週 聞、あるいは菌膜が液面をお うて、大

体沈みはじめる頃まで培養 し、菌体 とともに濃縮

して 工加 量にした ものである3)11)｡し か しグ リセ

リン・ブイヨンの組成分である肉エキス、ペプ ト

ンがすでに規格のきわめて不定なものであり、爽

雑分多 く、加 うるに培養 日数 をきわめて幅寅 くと

ることは、培養菌株によつては、力便の変動 を醸

す第一歩になるのではあるまいか、更に 「ッ」の

充分産生せ られた時期をもつて正確に知 る方法は

ないであろうか、殊に 「ツ」の製法に関する文献

は内外ともにまことに蓼々たるものであつて、僅

かに戸田教授等の報告12)をみるにすぎない｡こ れ

に鑑みて著者はrツ 」作製時の菌株、増養時期、

製法、検定法、致死因子及び皮膚因子等に関して

再瞼討する必要を痛感 し、次の実験を行つた｡

実 駿 方 法

〔1〕 使用菌株

■ 朝倉株:昭 和18年6月 著者が肺結核患者

喀痩より4%苛 性曹達法にて分離 した｡4%グ リ

セリン加及び不加ぺ トラニヤニー培地上に優性発

育、グ リセリン嗜好性、家兎静肱内法(O.01mg>

及び海猿皮下接種法(O・Olmg)及 び(O.OOOImg)

にて彊毒人型菌であつた｡

2・ フランクフル ト株(以 下F株 と略す):当

研究室保存の人型菌株であつて、昭和18年3月

べbラ ニヤニr培 地培養菌は上記同様の毒力試験

にて中等毒力であつた｡

&中 村株:昭 禾019年 肺結核患者喀疫 より上

坂友田培地に分離、培養上人型菌であつた｡

4・BC.G:徳 研株であつて、 ソー トン馬鈴薯

培地によく発育すゐ｡

B・C・G以外の各菌株は昭和19年 來上坂友田培

地に継代 している｡そ ののち青山B株 をも追加し

て検討 した｡

(2〕 ツベルク リンの製法

第1図 にしめすような製法にて上記各株 を4%

グリセリン・ブイヨン或は ソー トン培地(B.0｡G

以 外 の菌 株 はpH6.8,B.C.GはpH7.2)上 に 植

え、37｡Cに10～12週 聞 増 養 した の ち、100｡C30

分 乃 至1碍 聞 加 熱 、 菌体 を滅 菌 硬 質 濾 紙 にて 濾 別

し、 濾 液 を三分 してPl,F2,F3.と した｡

Flを 非 濃 縮 「ツ」 と し、F2を70｡一 ・80｡C水

浴 上 に て蒸 発 濃縮 又 は104｡Cに て 蒸 溜 濃 縮 して

「ッ」Aと し、 蒸溜 分 をD2と した｡F3に 菌 体

を混 和 磨 砕 し、 そ の遠 心 上 清 を1/3～ 夏/4量 に 濃縮

し、濾 液F3'に 濾 過 残 渣 及 び遠 心 沈 渣 の蒸 溜 水 洗

潅 液 を加 えて1/ユo量 に濃 縮 し 「ツ」Bと し、蒸 溜

分 をD3,D3'と した｡各 「ツ」 にa5%の 割 合

に石 炭 酸 を加 えて 保 存 した｡

第1図 「ツ」 製 法

10～12覇 繭 培獄 菌

↓
一
↓F
l

＼

塑

齢

↓
菌体

↓
F2

↓70
～900C

文 は
1040C

1!lo量濃 縮

↓

濾 過

'≧ム

〔3〕ツ ベル ク リン反 慮

ホ

↓

F

…

渣沈↓一清上
↓
6換臨潰
↓70

～800C

双 は
真04｡C

1!3～」/4量濃 縮

↓

濾 過

↓ ↓E
IB'残 渣
i+←-
1← 洗諜液

1ムo量濃縮

↓
灘

塑

各 「ツ」をO.5%石 炭酸食塩水にて所要濃度に

稀釈 してそのO・1ccをF株1血9(実 験 ⊂4〕以外)

皮下接腫海狽の皮内に注射した｡皮 内発赤反懸 と

して24時 聞値、48時 間値の長短径の平均値を

求めた｡致 死反慮は 「ツ」をO・1～O.25cc大 腿

皮下に注射 し、1時 聞以内に死ななかつたことを

確かめて、24時聞以内の致死歌況 を観察,直 ちに

剖検した｡

実 強 成 績

C1〕 継代pH変 動曲線による 「ツ」性欣の検討
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pHを 、東 洋 濾紙pH試 験 紙 と島 津 製 電 氣 的pH
第 俵 徽 雛 騰 養 「ツ」及 「sx溜fio・pH測 定 器 と を用 研 比 較 した と ころ 揃 者 は 少量 の

試 料 にて迅 速 に比 較 的 正 確 な 値 を與 え るの で 、以

後 前 者 の み を用 い て 測 定 した｡各 菌 株 の 「ツ 」 の

継 代pH値 は第1表 に しめす 通 りで あつ た｡

これ よ り明 らか な よ うに

1.増 養 濾 液 及 び蒸 溜 分D2,D3,D3「 は グ リ

セ リ ン ・ブ イ ヨ ンにて は継 代 数 に よ り、酸 性 或 い

は アル カ リ性 を呈 し一 定 しなV・が 、 ソ炉 トン培 地

に て は 濾液 は弱 酸 性 、蒸 溜 分 は アル カ リ性 に一 定

して い る◎

2.「 ツ」A及 び 「ツ」Bは 共 に弱 酸 性 に して 、

響 ソ
ー トン増 地 にて は 殆 ど一定 して い る に反 し、 グ

リセ リン ・プ イ ヨ ンに て ほ依 然 と して 変動 が甚 だ

しい｡

帥 ちグ リセ リン｡ブ イ ゴンの培 養 濾 液 及 び 「ツ」

のpH動 摘 の原 因 は その 蒸 溜分 に あ る に反 し、ソ

65ン 増 地 に て はpHが 一一・…定 して い る利 点 が あ

る(pH以 外 の性 歌 と して増 地 組 成 変 化 、蛋 白体

N量 に関 して は後 に報 告す る)｡

〔2)ス ミス曲 線 に よ る培 養 濾液P宣 変 動 の検

討

上 記 の よ うに培 養 濾 液 、「ツ」 のpH動 揺 の原

因 と して は 、菌 株 、培 地 に よ るほ か 、第2表 及 び

第2図 よ り明 らか な よ うに 、培 養 日数 を各 菌 株 の

ス ミス曲 線 に お いて 相 当慶 範 囲(2～3週)に 亘 つ

て とつ た こ と もその 一 因 と考 え られ る｡從 つ て こ

れ らの 日数 経 過 後 は グ リセ リン｡プ ィ ヨ ンにて も

ソーFン にて も同ec-一 定 したpH(標 示 藥Phen-

01・Pu.rpleに 対 しpH4.4～4.6、Brom-Cresol-Green

に対 しpH5・0～5・2)に なつ た｡pH曲 線 と 「ツ」

力 債 との関 係 につ いて は後 に槍 討 す る｡

〔3〕 濾過 操 作 の吟 味

濃縮 液 濾過 の際 ・ 硬 質 濾 紙(SKN・ ・7)、定 量分

析 用濾 紙(東 洋 濾紙Ne.597)或 は シヤ ン〈sラ ン

L5濾 過 器(松 風)を 用 い る と きは、 アル ガ リ性

.物 質 が 濾紙 に 吸 著 除 去 せ られ る に反 し、 定 性分 析

用 濾紙(東 洋 濾紙No・1)に て は新 る変 化 を生 じ
ノ つ

なかつた｡硬 質濾紙上の残渣洗條液(濃 縮液と等

量の蒸潜水にて洗酵 した濾液)は 結核梅猿炉おい

上記のようにしてつ くつた 「ッ」友び蒸溜分の て濃縮液と同程度の発赤反慮 を呈 した(第3表)｡
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第2表 朝倉,青 出B・F株 及びBCGソ ー・一ト

ン培養櫨液pH
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第3表 濾過操作の吟柴
辱

一{
結核海狸皮内友姪(0・1co)

被 臓 液
240480

F「 ツ」 ㎜=陰m!

(104｡C)' 20×2012×12

10倍液

同上「ツ」濾過

(蕎導 縣 永)
【

21×21・21×21

これ は 後 に槍 討 す る よ うに核 蛋 白体 を主 成 分 とす ▼

る物 質 き考 え られ る｡し か し培 養 濾液pHが 酸

性 に一 定 した 後 で あれ ば 、濾 過 操 作 に よるpHの

変 動 は な く、 濾過 は極 め て 円滑 迅 速 に行 われ た｡

〔4〕 結 核 海 猿 に於 け る 「ツ」 力 便 測 定 時 期 及 び

測 定 液 の 稀 釈 濃 度 に 就 い て 、

第4表 に しめ す よ うにF株O.1mg腹 腔 内接 種

海 猿11頭 に つbてSl?1()4｡C濃 縮F株 グ リ セ リ

ン ・ブ イ ヨン 「ツ」及 び 市販 傳研 「ツ」 の10倍

友 び100倍 稀 釈 液O.1ccの 皮 内 反 慮 を比 較 し

た｡感 染 後2,3,5週 の い すれ の反 慮 にて も、両

「ツ」 の間 に有 意 の 差 を認 め な か つ た｡し か し平

均 比(MeanRatio)13)を とつ て み る と、10倍 液

48時 間 値 に てF「 ツ」 が 傳 研 「ツ」 よ り僅 か に

強V・とい う程 度 で あつ た｡弐 に第5表 に しめす よ

うに 、結 核 海 猿 皮 内 反慮 にて70｡～80｡C濃 縮F

株 グ リセ リン ・ブ イ ヨン 「ツ」 と市 販3種 弓ツ」

(b,H,Sと 仮 称 す)の30倍 、60倍 、100倍

液 を比 較 した｡こ の場 合 は104｡C「 ツ」 の 揚 合 よ

りも、製 法 に よ る差 が甚 だ しか つ た｡殊 に感 染 早

期12白 に於 け る皮 内 反慮 に て著 明 鰐 して ・37目

の皮 内反 懸 に て は差 を認 め なか つ た｡次 に第6表

に しめす よ うにF株 グ リセ リン ・ブ イ ヨン 「ッ」

(700～80｡C濃 縮)、 青 山B株 ソー トン 「ツ」(70｡

～80｡C濃 縮)、 朝 倉株 ソー トン 「ツ 」(10%コ

uヂ ウム膜 限 外 濾過 法 にて1/10量 に濃 縮)の500

倍 、1000倍 、2000倍 、4000.倍 液0・1cポ め 皮 内

反 磨 を し らぺ る タ、200Q～4000倍 の 発 赤 値 は極

めて微 弱 で あつ て 、殊 に48時 間 値 が微 弱 、比 較

に適 してV・な い｡即 ち旧 國際 聯 盟 法 に於 け る検 定

濃 度 は 必 す し も好 適 な濃 度 とはV・え な い｡

第4表 蒸溜濃縮F「 ツ」と傳研「ツ」の皮内反癒
E

感1反

染i瞳
日 時

数 ・ 間蓬

や
10倍100倍

傳 研 「ツ」

10倍100倍
、》

差 孟 「 .

10倍100倍

2

_週

ヱ　の

16.1土L298M

240 σ

6.39±O.915

16.1=ま=0.631M

480
σ3

｡10土0.445

の

9｡0±O,898

4,42±0・634

4.7±0,829

エロの 　 の

14.3±1,1946.9r±O.928

5.88=ヒ0.8434.57±0.656

11.9±1,5043.6±O,323

4、08ゴ=0.5867.42±LO643,56±0.51ξ

1.01

2,58

L61

1.23

一ニー-28__
/
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聖

3 240
M

14.05±L902 5.39土L201 16.5±L538 4.94±L437

「

1.00 024
σ

8.47±1,344 5.34±0、847 6.84±1.085 6.40±1.0工5
調 4

週 480 班 1L83±0.942
'

1｡77±0.803 10,9士L3β6 2,44±1.093

0.56 _0.49

、

σ
4.19±0.664 3,57±0.563 6｡03±0,957

評
4.88±0｡774

5 240 M
14.7士2.728 2.8±1.177 17.4±G.78 3±1.242

_0｡95 _0｡11
o

9｡06±L928 3.91=と0.832 2｡59±0.551 4.13± α.878

南 ポ
1

週 480
M

13｡5=と2｡442 1.6土0｡662 13.9±1｡653 2.7±L327 ,

-0.13 一〇.60
σ

8｡U土L725 2.20±0.468 5・49±1,168 4.41±0.937

10倍100倍
甲_

L

Hl 1

比均
脇
㎜

平 240

480

2,06

5.88

罫41

0｡23

M:李 均 値 σ:標 準 偏差d=Ml-M2PE=γPE義2+PEメ

　 鞠 比《Σ(劃P一 の確輪

第5表70｡～80｡C濃 縮F株 「ツ」と市販 「ツ」との皮内反膿比較

感

染M

、

12

日

M

σ

♂

PEd

M

0

感

染

240 _480

"

70｡～80｡C濃 縮F株 「ツ」

240480

蕊3±撒68戴2

2.42±O.6643.33±0｡917

240 480
　 ゆ とけムユ

17.5±O.65611.7±0.407

.2・38±0・4511・05±O・3S7

市販Drツ 」

8.1±1.0992｡0±0.897

ぜ

2｡82士0｡7782｡30±0｡631

7.28 9.83

市販Hrツ 」

2.8±0.9042.3±O.563

2.32±0.6371.45±0.399

10・09 3｡23

mmlllM

17.5±0｡74913.5±O.809

1｡92±0.5262.07±0.569

S「 ツ」

ノ ヤ

4｡3±0｡9854｡0±1.086

2.52±｡.69日79土6769

10.64 6.98

70｡～80｡C濃 縮P株 「ツ」

15｡3士0、62715±0｡389

L62圭0.4431士0,376

13｡3±0.59615±0｡389

1.54±0｡4221±0.276

29__.
≠

14・7=k1,14715.7土L477

唾 α8・93・79±i'・46
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37

日

M

激1

醸

D「
.ツ」

H「 ツゴ

甲 、

S「 ツ」

μ.3士0,924

2,37±0,651

13士0.389

1±0,276

,♂

10土0.3896,6土0,816

1士0・2762・09±0・57聖

11.0士0.516

123±0,365
'

3士2.024

5.21士1｡437

0.89 3.62 4,629.28
晦 血噛

2.93 5.05

第6表 旧國際聯盟法に於ける「ツ」繊定濃度の吟昧

毒

㌧ツ」

F「 グ｡ブ ◆ツ」

(70｡～80｡C濃 縮 〕

朝説鹸 ト繭 」

朝倉 「ソー トンツ」
(隈外濾過濃縮)

反時懸間

240

1480

240

480

240

480

500倍 '1000倍 2000倍

3

4000倍

のの

14×14

17×12

m㎎

13×13

13×10

ぬ　

13×13

ぬゆ

6×6

10×9

6×6

6×6

4×4

4×4.

一

3×3

11x10

10x10

7×6

6×6

4×4

4x4

3×3

2×2

(註):注 射 量 は す べ て0・1cc(皮 丙)で あ る｡

嘉 〆

〔5)「 ッ」力 便 に及 ぼ す 濃縮 の 影響

第7表 に しめす よ うに 、朝 倉 株 グ リセ リン ・ブ

イ ヨ ン509培 養 よ りつ くつ た非 濃 縮 「ツ」、「ツ」

A、 「ッ」Bの50倍 、100倍 液 ρ・1ccを もつ て 、

結 核 感染22目 後 の海 猿 の皮 内反 慮 を比 較 した｡

が

濃縮 「ツ」である 「ツ」A、 「累」Bは ともに非一、

濃縮 「ツ」の対磨濃度 より強かつた｡卸 ち濃縮操

作は容積を縮小し{力 債 瓦10倍 以 上 に強 くす

る｡これは濃縮によつて粘性が大とな り、高分子物

へ 質の膠質性の変化をきた したためと考えられる｡
書

第7表 非濃縮「ツ」、「ツ」A及 び「ツ」Bの 皮内反懸比較
/

f

朝 倉 株
「グ ・ブ」50日 培 養

非 濃 縮 「ツ」

「ツ」A

(70｡～80｡C濃 縮)

1「ツ」B

(70｡～80｡C濃 縮)

ゆ
反

篠

時

間

240

480

240

480

240

480

F株11ng皮 下感 染海 狸(22日)

No.1・No.2

50倍 100倍

ユ　ユれ

11×11

5×5

のの
8×8

4×4

16×1514x14

16×14ユ6×13

15x1512×12

16×1613x13

50倍 工oo倍

榛

na孤 磯 聰n

llx1110xlO

8×8

13×13

14×14

13x13

7×7

11×11

ア

13×13

〆
12×12

13x1211x11

_30
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〔6〕 濃 縮 温 度 、培 養 日数 、培 地 、菌 体 物 質 に つ

い て｡

第8表 に しめす よ うに 、70｡～80｡C濃 縮 「ツ」と

104｡C濃i縮 「ツ」(青 山B株 及 び朝 倉株)の 皮 内

反 懸(50倍 、100倍 α1cc)を 比 較 した｡感 染

19目 の皮 内反 慮 で は前 者 が 強 く、書6日 の反 慮 で

は差 を認 め なか つ た｡担 し青 山B株 に て は この時

期 に て も有 意 の差 を認 め た｡朝 倉 株 グ リセ リン｡

ブ イ ヨン 「ツ」及 び ソー トン 「ツ」 にて30日 培

聾

養 と50白 培 養 の 「ツ」 との間 に 力 贋 の差 を認 め

なか つ た｡ま た青 山B株 及 び 朝 倉株 の 「ツ」Aと

「ツ 」Bと の 間 に も力 便 の差 を認 めな かつ た｡朝

倉 株 ソー トン 「ッ」 とグ リセ リン｡ブ イヨ ン「ツ」

との間 に も差 を認 め なか つ た｡し た が つ て從來 の

グ リセ リン｡ブ イ ヨ ン 「ッ」 よ わ も ソー トン「ツ」

の よ うな無蛋 白 「ッ 」 を使 用 す る方 が結 核診 断 上

有 利 と考 え られ る｡

第8表 濃縮温度、培養 日数、培養基 、菌体物 質についての吟柴

1・ 濃 縮溜 度70｡～80｡crヅ 」及104｡C

「ツ」の 皮 内反 磨 比 較

d

圃

感 染19日 感染36日

2.培 養 日数30日 「ツ」及 び50日 「ツ」の皮"

内反塵比較

、

妻
rツ 」

青 肉B(「 グ ○ブ」50日)

朝 倉(「 グ｡ブ 」30日)

朝 倉(「 グ ・ブ」50H

培 養)

脇
聰

1｡79

1.23

3.62

529

一 〇.17

_0｡81

4、41 3｡07

3.「 ツ」A及 び「ツ」Bの皮 内反惣比較
,

、 ノ

d一
'「

ツ 」

感染19日

PE♂

感噛6日

青 山B(「 グ ・ブ」50日) 0.74 1.30 レ

朝 倉(「 グ ・ブ」30日) 1.28 ,0・75

朝 倉(「 グ ・ブ」50日) 0.65 0.95

朝 倉(ソ ー トン53日) 1.02 2.27
チ

M7
-

PH

92
.36 3.3

㈲ 毒 鑑 は前出の勘
,

℃

論

4

「ツ」 厭

{感染19～22日 感染36日
正

朝 倉(「 グ｡プ 」700～800C)_0.74-0.12
壁

囎(「 グ｡ブ 」1040C)
一 〇｡37-1.08

囎(ソ 繭 ン) 0｡89L76

jMた 一〇.010.3

PE
曜

ド
4.「 ソー トジ｡ツ 」及 び 「グ リセ リ ン ・ブ.

イ ヨ ン ・ツ」の皮 内反 懸 比 較

「ツ 」一
潮 倉留矯

朝 畷6鰯

Mr
菰

♂

瞭

30～3550～53

養

0｡529 1.937

1.324_L477

1.48

■ 旧 「ツ 」を作 る と き、從 來 の よ うに培 地 と し

て グ リセ リン ・プ ィ ヨン を用 い 、6～8週 或 い は7

～10週 の よ うな幅 の廣 い培 養 期 間 を と る と きは 、

さ

菌 株 に よつ て 濃縮 液 のpHが 動 揺 不 定 とな るに

反 し、 ソー トン 「ツ 」 にて は 常 に一 定 して いる ◎

しか しグ リセ リン ・プ ィ ヨン 「ツ」 に て も一 定 日

数 経 過 後 はpH4・4～4.6(P.Pに 対 して)或 はpH

5.0～52(B｡()・Gに 対 して)va-一 定,して くる｡

2.濃 縮 液 の濾 過 に際 し、硬 質 濾 紙 又 は シヤ ソ

ベ ラ ンL5濾 過 管 の よ うな 厚v・濾 過 膜 を用 い る と

__31一
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き は、 活性 物 質 が吸 著 し、 相 当量 失 われ る｡し か

しpH-一 定 した 後 の 「ツ」 で は この損 失 は比 較 的

軽 微 で あ る｡

3・ 濃 縮 に よつ て 「ッ」容 積 が縮 小 す る のみ な

らす 、力 便が 張 化 す る｡

4・104｡C濃 縮 「ツ」 よ りも70｡～80｡C濃 縮

Fツ 」 が 海 猿感 染 早 期 に 「ツ 」力 便 の 差 を明確 に

しめす げ

5・ 「ツ」力債 検 定 濃 度 に関 して は 、旧 國際 聯 盟

法 に 於 け る よ うな稀 釈 度(1;500～1;4000)で は

不 利 な場合 もあ るか ら、 更 に濃 厚 な 液(1;10～

1;500)に て 力 便 を比 較す る のが 適 当で あ る｡

6・ 濃 縮 温 度 と して は 、70｡～80｡C濃 縮 「ッ」

が104｡C濃 縮 「ツ」 よ り力 債 つ よ く、 又 「ッ」・

中 に菌 体 物 質 が 存 す る と否 とに よつ て 力 債 の差 が

生 じな い｡朝 倉 株 に て は30日 培 養 と50日 培 養 、

グ リセ リ ン ・ブ イ ヨン 「ツ 」 と ソー トン 「ッ」レと

の間 に力 贋 の差 を生 じない｡し た がつ て グ リセ リ

ン｡ブ イ ヨ ン 「ツ」 よ りも ソー トン 「ツ」 の よ う

な無 蛋 白 「ツ」 を倖 用す るほ うが結 核 診 断 上 有 利
を

と考えられる｡

獺筆するに当り植田教授の御指導御鞭睡を深謝す｡な

お、青画B株 ならびに標準「ツ」を御分譲下さつた東大傳

研長谷川秀作博士、北研渡辺義政博士の御好意にたいし

溝腔の謝意を表する｡
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ま

結 弦 菌 の 定 量 培 養 に 就 い て

(其の8) 家兎の実験的結核症の臓器 よりの培養

財團法人結核予防会結核研究所(所長 隈部英雄)

小 川 辰 次

1緒 論

我 々は先に、天竺鼠の実験的結核症の臓器 より

《)結核菌の定量培養①に就いて発表 したが今回は

家兎の実験的結核症の場合に 就 い て 記 してみた

いo実 験的結核症の家兎の臓器 よりの結核菌の培

養iについては、既にMax・B・Lurie(1928(2))(19

32(3))の 詳細な報告がある｡屋 上、屋 を架す るの

嫌いがないでもないが、一鷹記 して見ることとす

る｡

II実 験 方 法

体 重3kg前 後 の家 兎 を選 び 、 人 型 菌 、 陸 下 株

3・Omgを 静 脈 内 に接 種 して 感 染 させ 屠 殺 或 は蜷

死 した もの につ き ・脾 ・肝 ・肺 ・腎 を培 養 した｡

臓 器 使 用量 は ・脾O・2gtn～O・7gm、 肝 ●0.69血 ～

L2gm・ 肺O・5Jgtntv1.19m・ 腎O・6gm～0 .99文nで

あ る｡方 法 は型 の如 くで あつ て ・ 此 の 場合 は1%

H2SO,水 で 処 理 して 岡片 倉 培 地 に0.1｡c宛 培 養

した｡屠 殺 した もの は ・感 染 後 ・5週 の もの4頭

32
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と17週 の もの1頭 だ け で あつ て 、 そ の他 は何 れ

も発 死 した もので あ る｡即 ち4週 、11週 、12週 、

13週 、14週 の1頭 宛 で あ る｡培 養 は 聚 落 の 計算

の 出 來 る様 に 、 病 変 の程 度 に随 つ て 、10一 ユ10-2

ユ0儲3に稀 釈 して 、各 稀 釈 を夫 々培 養 し た り、10-2

10-3の 両 稀釈 を培 養 した り、10『210-310弓 の

三 段 階 を、或 は10鞠310-4の2段 階 を培 養 した り

"第1表

した｡各 稀釈め段階に使用した増地は4本 宛であ

つて、4週 自に発育した聚落数を比較 した｡

又臓器の肉眼的病変は、佐藤、柳沢氏等の記載

にならつたふ

皿【 実 験 成 績

(1)肉 眼的病変と結核菌数並びにその消長・

肉瞑的病変と結核菌数並びにその潰長

、

感染饅の

期 蘭
(週)

如

動
物
番
号

脾 肝 肺 腎

"

肉膜
所見 聚 落 数 肉瞑

所見 聚 落 数 肉瞑所
見

聚 落 数 肉瞑
所見

聚 落 数

(42)1+i2明+la7睡945航 ・ 匝 レ26a・

屠 書

(43)1■ ・・3刑 8・・1州422…{刑ee36・ ・

v週(46)1+1 7・・1絹 7・・1州93…1釧958・ ・

殺 (48)1+i・2・31+i

平 均 樹 ・e・8

鉱司 帯
雀

5｡1

490.0

3765.0

絹 籔55・8

3275葬

日 測(4・)■ ・・3
,・/+1 ・・3柵1 欄 伊1・ ・5

rv測(45)子 冊 田1・7生 ・i唄39S・ ・1+t2…

「eXI週 陣)卜i ・・8'1+i 6・3i囲925・ 列 唄 ・5忍

日 測(47)1一 ・鼠・ ■ ・・sl帯1・ ・68…1苔lS65・ ・

死 日 測(49)■ …}+1 46・・1瞬 ・85㌫・1+{騰

日 週(40)i■ …i+1 ・・31州 ・358…1司 72.8

註:1)聚 落数は10-2稀 釈 でその0・1cc培 養,即 ち臓器1mg中 の聚落数 を示す｡

2),聚 落数が 鼎 紐 であるとい う事は数 え られ2kい 程多い事 を示 し,冊 紐 は その多

・少を表す｡㌔

5週 の成績を見 ると、肺は肉眼的病変が最 も張

く、腎 これに次ぎ、肝はこれ よりも更に弱 く、牌

は病変が最も弱い｡こ れに相慮して肺では、菌数

が最 も多 く、4頭 の平均数が3765ケ である｡次

いで腎が多 く、327・5ク であり・脾｡肝 は之等よ

りも著明に少 く、夫々、10.8ク 、5.1ク である｡

又肉眼的病変は4頭 共、大体同じであつて、それ

に一致 して臓罐中の生菌数 も腎を除けば、'福性差

は少い｡

次に屠殺した17週 の域績 を見ると、脾｡肝 で

は肉腹的病変は夫々、一、+、 であつて、菌数は

O.3fr宛 であつて、5週 の場合に比 して減少 して

いる｡肺 では、病変が灘であつて5週 に比 して強

い｡菌 数もこれに相礁 して多 くなつてお り、10-4

の稀釈の培養で も、聚落は数え切れなV・程で、明

らかに檜菌 している｡叉 腎は肉眼的病変は静であ

るが、菌数はO.5frで あつて明らかに減少 を示 し

ている｡5paと ..17週 の間で屠殺 した家兎がない

ので、との間の消長は不明であるが、艶死 したも

のを参照 して見ると、脾 ・肝では肉眼的病変は5

週に比 して軽度であり、大体に於て菌数 も減少す

る傾向がある｡又 肺では肉眼的病変は肝 ・脾等 と

は反対に次第に彊 くなるようであゆ、 ζれに一致

して菌数 も多 くなる傾向にあ る もの のようであ

達

御一一一33一
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る｡又 腎に於ては、肉眼的病変は軒程度で変化は

ないが、菌数は一旦減少し、更に増加 し、叉減少

するとい うような複雑な浩長 を示す もののようで

あるが動物数が少いのでその傾向 もよくわか らな
ノ

いeな お4週 で発死 した ものでは、脾は数え切れ

ない程多 く、これは居殺 した5週 の場合に比 して

著明に多い｡又 肝では174ク であつて、之 も5週

の場合に比 して多 く、又肺 ・腎では夫々では398

ケ、20クであつて、之は5週 の場合に比 して著明

に少い｡

以上を綜合 して考 えると脾 ・肝は大体同じよう

な消長 を示 し・4週 頃に禁て最 も多 く、それ以後

は減少の一路をたどるもののようであ り、肺に於

ては4週 、5週 と時聞の経過 と共に肺 ・脾 とは反

対に増菌を示 し、 更に17週 迄次第に増菌する

ものの様であ り、腎に於ては、5週 に於て増加 し

その後減少し惣更に壇加 して又減少して いて一・定

の傾向はわか らない｡'

(2)聚 落の計算の出來る稀釈倍数｡

我々の培養 したものは、感染後4週 より17週

迄であつて、しかもその聞発死 したもの,もかな り

あり、又各時期に検査 し得た動物数 も少いので、

我々の実験の結果から・聚落の詩算の出來る遭当

・な稀釈倍数を判定することは、多少不正確のそし、

りは免れないが、それにして も、大体の傾向だけ

は、 うかがい知る事が出來るものと思われる｡

第2表 同一材料を2段 、3段 に稀釈 して同時に培養 した成績

屠

殺

感染後
め

期 聞

v週

動
物
番
号

(42)i

10-i

脾

10-2 10-3

訓2・8i

10三z

肺.

10-3 10-4

1・ ・71・ ・5陣1判9州 ■12…{5・ ・

(43)1・5・ ・1・;31
i&・iα5圃1帯,42・ ・136・ ・12・3i・3

(46)i
17・ ・{・ ・sl 17・・{・ ・31帯lg…i叫 州g翫8…8

(48)1
/・2・3正 ・・sl 1・ ・51・ β1州49;8・ ・15S・81・ ・31・ ・5

X鯛(4・)18・ ・/側 1・2・3iα3卜i 咄 刑 14・8(・ ・s

死

・w副(45)i冊,州
Ii74j・7・8L刑 酬 1・63・・12…i

xwal(馴 ・・81■ 訓 ・・31
{帯 ・ρ 劉 ・5・313・・{

X巫綜47)1… 日3・ ・1 [訓 ・・8 田 帯1・…sl唄 副6・ ・

X皿 週(49){・8・ ・ …/ 1州46ゆ {・85.53α ・1 瑚 冊
X囎(4り)}・ α・い ゆ{ }・…1・ ・3 1脚 舐8レ2・8i・L・i

註:1)聚 落数中、一は菌の発育 しなかつ た事を示 し、冊 冊

ない事 を示チ｡

第2表 で見るように脾では、4週 で発死 した も
お

の を除 けば何 れ も10-2va稀 釈 して も22.7ヶ ～0.8

で あ る｡随 つて10"`2a一 釈 で 良 い｡又 出來 れtcrlo-i

も共 に培 養 す る よ うにす る と完 全 で あ る6次 に肝

で は10-2稀 釈 の培 養 で 、i聚落 数 は4週 で 最 も多 ・

くて174ク で あ るが 、 そ の他 の 週 で は46ク ・-O.3

クで あ る｡そ れ で10-2を 培 養 すれ ば よい｡又 脾

同 様10-iも 増 養 禺來 れ ば更 に よV・｡肺 で は10-2

は聚落が多くて数えられ

づ'

で は何 れ の時 期 の もの で も数 え る こ とが 出來 す、

10陶3稀 釈 で は 、数 え る こ との出 來 る もの は4例 だ

けで あつ て 、残 りの6例 は数 え る こ とが 出來 な い｡

10-4稀 釈 で は数 え る事 の出 來 なV・もの は 、 ユ7週

の1例 だ けで あつ て 、そ の他 は135・8ケ ・～&0ク 迄
み

であつて、何れ も算えることが出來 る｡随つて10-4

稀釈 を植えれば大体数えることが萬來るが10-5

稀釈 を植えることが出來れぱ更にょい｡最 後に腎

一一一34-一
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では、10-2で 数える事の出來るものは6例 だけ

であり、10鴨3で は、ユ3週 の1例 を除けば何れ も

聚落の計算が出來、958ク ～3.0クである｡そ れで

腎では ユ0-3稀 釈の部分 を植えればよい｡又10メ

稀釈も同様に植 える事が出來ると寿都合である｡

IV総 括 及び考 察 ・

実験的結核症 の家兎については臓器中の結核菌

の消長は♪先に述べたように既にLurie(1928)が

牛型、`人型、鳥型の結核菌の種 々の量 を静脈に注

射 し、感染後、2日 、1週 間、2週 聞、4週 間2

ク月と各4匹 宛、 剖槍 して、 その消長を 見てb

る｡今 、人型菌 をO.1mg接 種 した家兎の臓器の

結核菌の消長の成績 を見 ると、先す肺では2日 、

1週 目は陰性 を示 し、2週 、4週 と共に増加 し、

帽0一日では減少している｡又 脾では2日 、1週 、

2週 と次第に増加 し2週 で最高を示 し4週 になる

に蓮れて次第に減少 し60日 では著明に減少して

いる｡肝 は脾と大 体 同 じ漕長 を示しているし、

腎では4週 まで次第に増 して4週 で最高を示 し、

60日 で減つている｡

我々の接種 した菌量は3.Omgで あつぞLurie

のO.1mg=接 種に比 して炉な り多い｡叉 培養の方

法にして もLurieは1/15mo1の 第二燐酸曹達の ・

く ・定量 を用b、 先す臓器1gmを 乳鉢で摺 りこれ

に対レく1定 量を加えて、臓器浮游液を伶 り、適

当に稀釈 して、その1ccを 直接Dorset氏 培地

に3本 、Petr0ff氏増地3本 、合計6本 の培地に植

.えると同時にPetr0ffの 方法によつて、3%NaoH

水で処理 してHC1で 中和 して培養 している｡定

量的な培養であるが、我 々の方法 とはかな り違つ

ている｡そ 弟で我々の成績 と比較することは困難

であるが、脾 ・肝に於ては感染の初期に増菌 して

4週 以後著明に減少 して來る傾向は同じである｡

又肺ではLurieの 場合では2週 、4週 と聚落が

著明に増加 し60日 では減少 してV・るが、我々の

揚合は次第に増加して來ている◎又腎ではLurie

の場合は次第に増加 して4週 で最 も多 くな り、60

日で多少減少 ヒいるが余等 の 揚 合 は不定であつ

た｡又 肺や腎では菌数が多 く、肝 ・脾では少いこ

とは一致 している｡余 等の成績は使用 した動物数

も少 く、且つ又、艶死 した動物の成績 も参照 して

あるので、決定的な結論 を出 す 事 は無理である

が、その傾向だけは、推知ずることが出來ると思

うので、あえて此処に記した次第である｡

V結 論

入型結核菌、3・Omgを 静脈に接種 した家兎の

実験的結核症 を感染後4週 ～17週 に亘つて屠殺或

は艶死 したものにつき臓器の結核菌の定量培養 を

やつて次のような結果を得た｡

ユ)肺 では時日の経過 と共に17週 迄次第に壇

菌するが、脾と肝では反対に、次第に減少する傾

向にあ り、腎はその傾向はわからない｡

2)肺 では菌数が最も多 く、次いで腎が多喚｡

肝∵脾は六体同数であつて・肺 ・腎に比 して著明

に少い｡

3)聚 落の計算の出來るような稀釈倍数は肺で
ゆ

は 、10-4、 脾 で は10-2、 肝 で は10-2、 腎 で は

10-3で あ る｡荷 上 述 の稀 釈 の部 分 を 植 え る と共

に 、次 の よ うな稀 釈 の部 分 も植 える事 が 出來 れ ば

更 に よ)・｡

肺10『5、 脾 及 び 肝10三1、 腎10-4｡

付 記:こ の実験 は1%NaoH水 を使 用 して1%

KH2PO4培 地 に培 養 す る方 法 以 前 の成 績
の

で あ る◎

付記:柳 沢謙博士の御校閲を謝 する｡
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結核菌培養に於 ける資材節約に蘭す る研究

(第6報) 鶏卵培地の凝固滅菌に就いて

財團法人結棲予防会結核研究所(所長 隈部英雄)

小 川 辰i爽 ・重 信 重 雄

岡 本 さ か き ・小 木 曾 歌 子

1緒
今迄に発表されている凝固滅菌の仕方は、増地論

の種類によつて、かなり違つている｡第1表 は、

第1報 鶏卵培地の凝固の仕方一・ew表

＼ 培地 名lPet,｡ff

(1915)
・問 歓減菌 ＼

第一旧 目

Petragnanil
(1927)1

(1930)

Lδwen8t¢ 加

皿

(1931)

皿

(1932)

rv
(1932)

岡 片 倉
(昭 ・15)

脚6・ ・ 陣2・ ・17・ ・C6明8・-35・C6・t陣 ・2・s85・C40i

第 二 日al79・c6♂17sec・ 引7・ ・c6・t18・-ssec6・ ・ls・ ・c・2叫8・.c4・ 「

第三 日目17S・C6・ ・i75・C・5t)8・ ・C6・ ・1/一 「/レ//1S・ ・CSC・・

之 を集 めて 見 た もの で あ る｡郎 ちL6wenSteinの

培地 は 、1【 、 皿 、IVは 、2目 に亘 つ て間 歓滅 菌
み

を行い、夫以外の培地では、3日 間に亘つて間歌

滅菌 をやつている｡｡開歌滅菌の日数は違 うが,要

するに、どの培地で も、闇歌滅菌をやつていると

云 う事に一・致 してV・る｡之 は(1)R0bertKochが 丹

念に、然も無菌的に血清 を採取 し、数日聞に亘つ.

て、滅菌凝固 し、結核菌の培養に成功した歴史的

事実以來、多 くの諸先進によつて踏襲 さ賜たので

はなかろうか?我 々は鶏卵 と血清とでは、其の

勿って來 る所 も大変異なるし、又成分 にしても違

うし、殊に培地の製作に当つては、鶏卵培地では
の

色素が混入されると云 う事などで、滅菌の点に関

しては、血清培地や液体培地などと、同一に考え

る必要は無いのではないか?今 迄、2日 、3日

と聞漱滅菌 していたものも、,唯1回 の滅菌ですむ

なら、済 し度いと考えるのは、我々だけではない

であろう｡循 つて我 をは、間敏滅菌は鶏卵培地を

作る場合には、是非必要なものかξうか、検討 し

て見 る事にした｡

驚II実 験 方法

岡片倉培地の鶏卵基汁の混合液を中試験管に分

注して、之と種 々の温度と、種 々の時聞の組み合

せで凝固滅菌 し、喀湊を4%H2SO4水 で処理 し、

或いは純粋増養の菌株を用いて比較培養 したδ

III実 験 成 績

A.鶏 卵 培 地 の 凝 固 の仕 方 の分 離 」音養 に及 ぼ す

影響｡.

先 づ 第 一 に、我 々は 、次 の様 な滅 菌 を異 に した

三 種 の岡 、片 倉培 地 を作 り比 較 して 見 た｡

(1)90｡C1時 間 で1日 だ け減 菌 した もの｡

(2)第1日 目は90｡C、1時 聞 、第2日 目 は

80｡C、40分 、 を2日 聞 に亘 つ て 聞 歌 滅 菌 した も

のo'

(3)第1日 目は90｡C、1時 間 、 第2日 目、

第3日 目は 共 に80｡C、40分 を 、3日 間 に亘 つ て

間 激 滅 菌 した もの｡

何 故 、岡 片 倉培 地 の 処 分 の様 に、第1日 目 を

85｡C、40分 で減 菌 凝 固 しなか つ た か と云 えぱ 、

我 々の 血清 凝 固器 で は 、充 分 に 固 ま らなか つ た爲

で あ る｡

以 上(1)(2)(3)の 三 つ の培 地 を用 い
ゆ る

て、塗抹染色標本で、結核菌陽性の もの39個 、

陰性の もの41個 、合計80個 の喀湊 につき、比

較屠養 した｡培 地は1個 の喀湊 につV・て、3本 乃

至4本 宛使用 した｡其 の成績は、第2表 、第3表

の様である｡.

第2表 は80は鱗の喀湊の培養を集計 した もので

一一一 ・36・ 一 一一
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第2表 培地擬周の仕方の分離培養に及ぼす影響(1)

塗抹標本

(+)

培
地
数

唄劃楡の地
類

培
種

(1)

(2)

(3)

(一)

磨

39

41

懲140

164

陽 性 培 地 数(陽性率
)

雑菌 侵 入培地 数 聚落発育迄の日数平均
(侵入率)(最 短～最長)

140(100%「) 6(4,2%)
li2・ ・

(9～26)

140(100%) 7(5・0%)
lk",,(9～26)

140(100%)
17(5・ ・A") }・2・3

(9～26)

84(54・5%)
い(3・9%)

16、8(91)43)

87(56.4%)
{・・(吻 》 1・65

(6～30)

89(57.7%) 7(4・5%)
asi

・・i6・9(9～27)

註:培地の種類{il灘ll§i

;翻 窃騨 婆菌の3鵡

第3表 培地の凝固の仕方の分離培養に及ぼす影響(皿)

ボ糟 イ 口

(1)
切血

4

4
轟
3

4

十
十
十
十

助

輔

嗣

「

ノ≧
譜

ホ へ ト チ リ

十10

十ト16

朴13
十2

朴42響

⑳ 菩11⑳}
十5

十6

柵
冊
柵
柵

ω
帯
帯
惜
帯

鋤1
.十 購

(9)漁
耐
耐

⑬
冊
冊
冊
冊

㈹

一

,

_

(2)=

+51+・12

+4㈲

十2

十5

十2⑳

十5

十3

仔13
+3⑳

十1

十9

+1圃
一

十1囲
十2⑳

孫
借 αの帯

帯

撒1

柵(9)

冊

冊

㈱
柑拝 に①
階
禰1

冊
冊 ⑬
冊
柵

冊
鼎
冊
冊

⑬
帯
惜
帯
帯

鋤

2

噌正
5

一-

十

十

十

十

垂

⑳

4

4
篇
6
R
)

　

+

井

+

+

⑳

9

2

30

5

+

+
卦

+

X

㈲

5

轟0
噌1
2

十

+

十

+

⑳-

一

十

一

の(

附
⑨ 照

冊
冊

(10>幸 ⑱
柵

鼎

塗扶標
本瞼査 喘 `

註:1)培 地 名は第二表 と同 様である｡-

2)数 は聚落数 を示す｡・

3)○ の申の数字は聚 落の発見 された 日を示 す｡

t)xは 雑菌 の侵入 を示す｡
5)塗抹標 本検査で ローマ数字 を もつて示 したのは ガフキ ー番号 であ る

｡
嗅

十 十
No｡▼]lNo.W

あるが、,之によると、塗抹標本の陰性であると陽

性であるとにかかわ らす、陽性率に於ても、聚落

を発見する迄 ゐ日数に於ても、又、雑菌の侵入率

に於て も、この凝固の條件の異なる三者の培地の

聞には、全然差が無い｡

叉聚落の数にして も、其の後の発育の歌態にし

ても殆ん ど差が無い｡第3表 は、第2表:c集 計さ

れた ものの一部を、其の儘 もつて來たもので、之

は1個 の喀湊 につ き、各4本 宛の培地を使用して

増養 し、後 培養4週 目の成績であつて、塗抹標本

ポ

ぜ

の欄で(一)さ 記 してあるのは、結核菌の陰性の

もの・v一 マ数字で示 したのはGaffky番 号 を示

す｡欄 内で数字に○を示 したのは、聚落の発育す

る迄 に要 した 日数である｡そ して

一は陰性｡

+は 聚落の数が10個 以内の もの

朴は聚落の数が11個 ～50個 迄

帯は50樗 以上で数える事の出來 るもの

柵はは聚落は数えられないが、培地の半に達

しないもの｡

、 一一 一37__噸 ・

毒
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糾は培地全面に聚落が発育したもの

である｡街 其の脚 に記 した数宇は、脇落の数であ

る｡叉 ×は雑菌の侵入を示 した｡

此の第3表 の成績 に於ても、三者の培地の聞に

は、著明の差が無いと云 う事が出來る｡

以上の実験成結か ら、岡片倉増地の製作に当つ

ては、唯1回 の滅菌で充分であつて、間漱滅菌は

不要である事は明である｡帥 ち、唯1回 充分に固

めれぱ、使用出來る培地が出來 る事がわかる｡我

々はそれ以來1回 だけ滅蔵 した暗地 を陣用してい

るが、余等の経験は、此の実験成績 を裏書 してい

る◇

我 々の実験は、岡片倉氏培地 を使用したのであ

るが、他の鶏卵培地で も、恐 らくは、唯1回 の滅

菌で、充分に使用出來る培地が出來 るであろうと

思われる｡㌔

B.鶏 卵培軸の凝固試験

第1表 で見る様にζ凝固の温度及び時間は、培

地によつて、全 く区々である｡此 の相違は勿論、

培亀の組成、凝固器の性能等によつて、來た もの

もあろ うと思われ るが、又一方脅慣的に前人の も

のを、其の盤、模倣した ものが多いのではなかろ

うか?

それで我々は、立派な培養基を作るのには、ど

第4表 培 地 の

んな温度で、何分凝固すればよV・かと云 う事 を・

岡片倉培地につき実験 した｡我 々の使用した血清

凝固器は、柳沢博士考案のものであっセ、電熱 を

使用 している｡培 地は5段 に入 る様 に なつてお

り、各段15～16本 宛の培地が入る｡此 の凝固器

は、自分の目的の温度を、随時調節出來、一度目

温的の度に達すれば、自動的に何時迄 も、共の温

度 を保持する事が出蕪 る様 に なつている｡随 つ

て、温度や時間の関係 を実験するのには、最 も理

想的な凝固器である｡そ れで我 々は、岡片倉増地

を一度に沢山作 り、血清凝固器内に入れ、先づ最

初に温度 を80｡Cに 保 ち、10分 、20分 、30分

と、10分 毎に、各段 より培地を取 参出 し、100分

迄之を継続 して、其の都度培地の凝固の歌態を楡

査 した｡同 檬にして温度を更に高め て、850C,

90｡C,95｡C瀞 の温度に於て、凝固と時聞 との関

係を見た｡其 の成績は第4表 の様であるb"

先づ、80｡Cか ら見 ると、10分 より30分 迄の

間は全然固 らない｡取 り畠す とす ぐ崩れる歌態で

ある｡40分 になると漸 く形をなして來 るが、非常

に軟である｡50分 では、多少、前者 よりは、固つ

て來 るが、それで も軟で使馴 τ堪 えない｡60分 で

漸 く使用出衆る程度に固つて來るが、それで も多

少軟V・｡70分 で本当に使用の出來 る立派な培地

擬 固 試 験

調 ・σ
2・r国 4・r団 明7α .

vase,
goノ 100t

800C X X xjx X △ ○ ○ ○ ○

850C X X xl△ ○ ○ ○ ○ ○}○

900C ×Jx △ △ ○ ○ ○ ○ ○.○

95・clx X O/-○.i・ ○ ○ ○ ○ O

亀

xは使用不能謎{
△は使用可能であるが軟い
○は艮好

が 田來 観70分 よ り更 に80分 、90分 、100分 と

経 過 を見 る と、70分 の 場 合 と殆ん ど同檬 で あ る｡

次 に85｡Cで は 、30分 迄 は 固 らなV・｡40分 に な

る と、 多 少軟 いが 使 用 し得 る程 度 とな り、0分 で

5立 派 な培 地 が 幽 來 る｡

又更 に60分 、70分 と、100分 迄 実 験 して 見

た が 、85｡Cの 場合 も、80｡Cの 揚 合 と同様 で あつ

、
ゆ

て・50分 以上滅菌しても、何等50分 の場合 と

差が無い｡90｡Cで は20分 迄は固 らないが、30

分・40分 になると・ 多少軟いが使用出來る程度

の増地が出來 る｡

50分 で漸 く立派 な培地が出楽る様になる｡

-50分 以上滅菌 して も・何等影響の無V、事は、

80｡C,85｡Cの 場合 と同様である｡

一 一38-__



9SOcrva於 ては、10分 、20分 は固 らなV・が、30

分になると急に固 り、使用出來る立派 な培地が出

來る｡更 に40分 、50分 と滅菌 して も影響の無

い事 は、前三者の場合 と同様である◎ 〆

以上の実験の結果を綜合して見 ると、培地が立 、

派に固る温度と時聞 との関係は、80｡Cで は70分 、

85｡Cで は50分 、90｡Cで も50分 、95｡Cで ほ

30分 であつて、之以上の時間は不必要である｡術

こ¢)際注意を要する事は、我 々の血清凝固器の様

に縦に長いものは、中に入つている温湯が充分に

擁搾されないと、上段の方が充分に固つて も、下

309

段の方が同一條件に同時に凝固して も、軟い増地

が萬來る事がある故、中の温湯を充分に麗拝器で

擁絆 して、温度 を均一にする事が必要である｡以

上の実験により、立派に固め得る温度 と時間 との

関係を明に し得たが、果 して前述の様にして・温

度 と時間 との條件 を種 々に変えて作つた培地は・

結核菌の発育に対 して、差があるか どうかを検査

する爲に、之等種々の増地について、2人 宛の患

者の喀湊を使用して比較 して見た｡其 の成績は・

第5表 の様であ岩｡

表中、塗抹標本の欄で、一 としたのは、結核菌

第5表 凝固條件を異にした培地の結核菌分離培養成績

＼ 濫渡

患者
名'

時間 ＼

30ノ

40ノ

50ノ

60'

70ノ

80'

90,

106,

塗 抹 標 本

850C

榎 ○

蝉

x
帯

惜
帯

荒 ○

帯

惜
帯

港 ○

90◎C

辮 ω 難X㈲ 群ag

併
帯
惜

X冊
帯

帯
帯

冊
惜

冊 舟
帯

冊
冊

借
惜.

帯
帯

辮 囎 溝 ⑳

な』鈴 ○

轡

熈
隅

柑

麟㎜
欄

鮒(9)
紺

帯
帯

帯

冊

帯
帯

冊 帯
惜

帯
帯

帯
帯

1闇

1繍

帯
帯

帯
帯

惜
帯

(+)
皿 1

曲醐
欄
…

禰1

蝦

…㎜

(+)
w

荒 ○

950C

冊

冊X
冊

冊X
冊x

器 ㈹

榎 ○

冊

冊
冊

柵

羅 ⑫

冊

擶

ハ

冊

冊
冊 冊

冊
冊

冊
冊

冊
撒

冊
柵

)十
五

(

註:第 三表 と同 じであ る｡触 ㊥

Qの 中の数字は聚 落の発見 された 日を示すが同一の患 者の ものは同M・・一一・-eの日数 を示 しだ｡

陰性を示 し、ローマ数字はGaffky番 号を示す｡

×は雑菌の侵入を、数字に○を付 したのは、聚落

め発見ナる迄の期聞を示 している｡又 帯 鼎 冊

等は前述の様に聚落の多少を示 している｡其 の成

績は表で見 る様に、如何なる温度の揚合で も、時

間的に著明の差が蕪い｡次 にH2と 称する人型

結核菌の純糊 音養の菌株の菌浮游液を滅菌蒸溜熱

で作 り、85｡Cに 於 て 、30分 、40分 と、10分 毎

に 、70分 迄 して 固 め 海増 地 に培 養 して 見 た｡菌 浮

游 液 は、初 め 、1cc中1mg含 む もの を作 り、之

を原 液 として 、之 を滅 菌 蒸 溜 水 で 写順 次 稀 釈 し

て 、10-4倍 稀 釈 の もの を作 り、 更 に10-・5倍 の も

の を作 り、其 のO.1cc宛 を、 メ ス ピベ ツFで 各
ノ

10本 宛 増 養 した｡又 一 方 、滅 菌 蒸 溜 水 で10"-3倍

一39一
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に した もの を、4%の 硫 酸 水 で 、更 に10倍 に稀 釈

して、10-4倍 と し、之 を更 に硫 酸 水 で 、10倍 に稀

釈 して 、10-5倍 の もの を作 つて 、30分 室 温 に放

置 して 、 同 檬 にO.1cc宛 培 養 した｡同 様 に してN

4%の 苛牲 曹達 水で10-",10-'e倍 稀 釈 の もの を

作 り、30分 室 温 に放 置 して 、O・1cc宛 培 養 した ⑥

之等の培養 しおえた培地は、直ちに斜面 として艀

卵器に放置 し、液の乾燥す るのを侯つて、普通の

檬に封蝋 して、艀卵器 に放 置 し、5週 間に亘つ

て、聚落の数及び、聚落の発育する迄の期間につ

いて観察して見た｡其 の成績は、第6表 の様であ
、 馨

る｡

塾

s第6表 擬 固時 問を異 に した種 々の培地 に於け るH2株 の培養試験

ノ

ω 聚落数

菌 量

＼

処理法

凝固時聞30'

＼
40T 50' 66・ 70ノ

1mgX10-s

1mgxIQ-o

H,O
155(32-72)149(3・-88)179(46-・2・)196(48-・82)175(46-98)

4タ5H_SO導
1・ ・4(・-2)li・ ・(・-4)i3・6(・-8)(5・3(・-9)13・2(・ ～7)

4%NaOH 0 0 0 0 0

H20
16(・ 一 ・3)18(・ 一 ・5)・ ・(6-・4)1・5(8-3a)i・ ・(6-・4)'

4%H.SO4 0,1 0
蟹

O,2t 0.3 O,3

4%NaQH 0 0 0 0 ON

註:数 字は聚 落数 を示す

(〉 の中は最 少と最多 とを、外は平 均値 を示す｡

㈲ 聚落発育迄 の期間

＼ 処理方法
＼ ＼ 菌量 ＼

か ＼

磐 っ＼＼

＼ 『(週)欝
1

凝固時間 、

蒸 溜 水

1mgx10三5 1
豆}皿

1mgx10-6

rv1・ 五 国rv

4%硫 酸水

1mgx10-5

1 皿 国w}v壕

30 0 7 3」 ・1・ 2i4昭41・1・ い い い

4・・ ■ ・16}41・ 「 ・1・18i・}・ い ・15い 塑

50ノ 0
A31・1・14昭6

・i・ 213い1・

60s lo 9 ・1・L一 」 ・}引3い い
70ノ

い い12卜 ・ い13{5
2い12いi4い

融b海 字は聚落の発育した培地数を示す・

(イ)は、第4週 目の聚落の数であつて、培地10

本の平均値である｡()の 中は、10本 中の聚落

の最 も多い君の と、最 も少いものを表 わ して い

る｡み ると、10-4倍稀釈に於ては、苛性曹達水で

前処理 した揚合は、皆陰性を示 したので不明であ

るが、減菌蒸溜水で、 うすめた場合、及び4%硫

酸水で処理 した揚合は、50分 ・60分 、70分 、血

清凝固器で固めた培地は、30分 ・40分 の ものに

比 して 、 聚落 の 数 が 多 い｡10幽5藷 稀 釈 で は 、 聚 落

の 数 が余 りに少V・ので 、 著明 な差 は 無 い が 、Lそれ

で も減 菌 蒸 溜 水 で うす めた もの は、10-9倍 と同様

に、50分 、60分 ・、7α 分 の もの は.30分 、40分

の もの に比 較 して 、 聚 落 数 が 多 少 多｡い 次 に 肇 落

の 発 育 す る迄 の 日数 を見 た の が(ロ)で あ る｡滅

菌 蒸 溜 水 で 、 うす めた もの は10-4倍 、10-3倍 、 共

に増 地 の凝 固 時 簡 に依 る差 異 は無V・が 、硫 酸 水 で
〆

_40-一
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処 理 した もの は、10偽 礁倍 で は 、2週 目に 聚落 の発

育 した もの は50秀 で2本 、60分 で4本 、70分

で2本 で あ る｡

又3週 目で 発 育 した もの は 、50分 で3本 、60

分 で3本 、70分 で4本 で あつ て 、30分 、40分 で
　

は、2週 目、3週 目に於ては全然発育 して い な

M｡第4週 目になつて、40分が漸 く5本 発育 した

が30分 は4週 目で も、樹発育 しなVld5週 目で初

めて3本 発育 した6又増養陽性の培地数を見ると、

30分 で3本 、40分 で6本 、50分 、60分 、70分

は、何れも10本 で100%の 陽性率である｡以 上

.(イ)(ロ)の 成綾か ら、充分に固つてお らない培

地は、良 く固つた培地に ぐらぺると、結核菌の発

育が悪いと云 う事が出來 る｡

第2表 に於て、軟い増地 も、固V・培地 も、結核

菌の発育の点に於ては、著明な差 が 無 か つたの

は、一鴫つの培地に発育 した聚落の数が多 くて数え

られす、正確な比較が出來 なかつた事 と、又一一つ

は喀疫中の結核菌は、永年保存 した 恥 菌株など

に比較すれば、其 の性状が異なり、随つて、其の

聞に著明な差が出なかつたもの と思われ る｡

以上の実験により、我 々侭充分に固つた培地を

使用すべきである｡そ して凝固滅菌は一回で充分

であつて、間歓滅菌は不用であると云 うでが出來

る｡我 々の研究所では、岡片倉培地を作 る時は、

85｡C--SO｡Cで60分 で固めている｡85｡C-・90｡C

でな、50分 で充分に固るのであるが、充分に固め

ると云 う意味で10分 を追加 している｡そ して唯

1回 かためただけであつて、間歓滅菌はやつてい

ない｡.

尚95｡Cは 早 く凝固して、時間的には都合 よい

のであるが、95｡Cに する爲には、どうして も申

の湯を沸騰 させる迄にしなければならない｡随 つ

て血清凝固器をこわす危険があるので、使用 しな

い事としてあるb兎 に角・雲 際に血清凝固器を使

用するに当つては・先づ血清凝固器の性能をよく

研究 して、充分に固る部分 を探 してやるぺ きであ

つて、文献の上の記録を其のまま信用 しては、思

わぬ失敗を招 く婁がある｡培 地は前述の様に、充

分に固めさえすれば よいのであつて、結局血清凝

固器 と云 う様な機械が無 くとも、充分に凝固 させ
ぴ

うるものであれば、何であつて もか嚢わない｡我

々の所では、時々コツホ釜を利用 して固める事が

ある｡コ ッホ釜は蒸氣で もつて固めるのであるか

ら、培地を其のまま入れると、綿栓の中に蒸氣が

滲み込み、更に培地の中に滲み込む場合 もある｡

増地の中に滲みこんだものは 勿論 使 用出來ない

し、綿栓の中に滲みこんだ ものは、雑菌の侵入の

危瞼がある｡そ れ故必す、綿栓の部分を硫酸紙或

いは曲紙で包んで、中に水分の入 らなV・様 にする

事が肝要である｡又 一晩艀卵器に入れて綿栓の部

分を乾燥 させ る事が必要である｡次 に培地をコツ

ボ釜に入れて固める場合であるが、我 々の実験に

よれば、蒸氣 を充分 に 串 して、急に固める場合

は、斜面に凹凸が出來て、使用出來ない増地が出

來る故、培地 をコツボ釜に入れた ら、徐々に少量

宛蒸氣を出す事が必要である◎か くすると5分 位

で85｡C位 となる｡85◎Cに なつた ら、蒸氣を其

のままにしてお く｡此 の様な歌態であれば、2q分

で充分に固まつた立派な増地が出來 る｡尚 時間を

更に延長 して 、30分、40分に して固めて も、20分

の場合と全然差が無V・故、無駄である｡コ ツボ釜

で固めた培地は凝固水 も豊富であ り、又マラヒッ

ト緑の色 も奇麗である｡コ ツボ釜で固めた培地 と

普通の血清凝固器で固めた培地 とを比較す ると、

両者の間には殆んど差が無V・｡寧 ろコツボ釜の方

が発育がよい位である｡我 々はコツボ釜でかため

ても充分使用出來る培地が萬來 る事 を知つた｡

IV結 論

1)岡 片倉培地に於ける凝固滅菌綜、間歌滅菌

は不用であつてハ軍に1回 だけでよ)・｡

間欺滅菌 した培地 と、1回 滅菌 した培地を比較

して も、差が無い｡

2)我 々の凝固器では、800Cで は70分 、85｡C

i90｡Cで は50分 、95｡Cで は30分 で充分に

固つた培地が出來る｡又 コツボ釜では、85｡Cで

20分 で充分に固る｡

3)軟 い培地は多少発育が悪V・｡し か し充分に

固つた増地は、温度や時聞の如何にかかわらす結

核菌の発育に差が無い｡
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